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NU茶屋町プラス　株式会社日本設計

　NU茶屋町プラスは、大阪梅田地区の一角にある茶屋町に、「茶屋町
東地区第一種市街地再開発事業」として平成23年に完成した再開発
プロジェクトの中にあり、合計7棟の棟から構成される再開発地区の中心
となる施設である。NU茶屋町プラスは3階の商業施設と、その上階に中
間免震層を介して31階建ての超高層マンションを配置した複合用途の
施設である。
　再開発街区の外周部に設定した壁面後退による空地を、ケヤキやエ
ゴノキ等で緑化した気持ちの良い歩行者空間として整備するとともに、各
建物の低層部に路面型店舗を配置することで、茶屋町地区の街の賑わ
いと一体となった活気のある歩行者空間をつくりだすことを目指した。
　NU茶屋町プラスは、隣接敷地にあり先行して完成している茶屋町西
地区再開発（NU茶屋町）の施設と共通の外壁素材を用いるとともに、ケ
ヤキによる並木を対面させ、街路照明やストリートファニチャをそろえること
で、通りを挟んだ一体的な景観をつくりながら、洗練された商業都市空間
となっている。
　NU茶屋町のコリドーを抜けた正面に設けたプラスのエントランスには壁
面緑化による館名サインを設置し、NU側のテラスと対面させることで立体
的な賑わいを演出する3階のテラスには緑化ウォールや屋上緑化スペー
スを設けることにより、建物内外の景観に潤いと華やかさを添えている。

撮影：株式会社 伸和　第35回大阪都市景観建築賞緑化賞受賞作品

■プロフィール
山口泰弘（やまぐちやすひろ）
1961年 大阪府生まれ
1984年 京都工芸繊維大学卒業
1986年 京都工芸繊維大学大学院修了
1986年～日本設計
　　　　 関西支社建築設計部チーフ・
　　　　 アーキテクト

■建物データ
設　　計：株式会社日本設計
施　　工：株式会社奥村組
所 在 地：大阪市北区茶屋町8番23号
用　　途：共同住宅・商業
竣　　工：2011年6月
構　　造：鉄筋コンクリート造・鉄骨造
規　　模：地下1階、地上31階、塔屋2階
敷地面積：5,131.22㎡
建築面積：2,968.34㎡
延床面積：33,828.61㎡
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建
設
関
係
者
な
ら
、必
ず
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
接
着
剤
。

そ
の
中
で
も
合
成
接
着
剤「
ボ
ン
ド
」の
メ
ー
カ
ー
と
し
て

有
名
な
コ
ニ
シ
株
式
会
社
を
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
う
。

　

会
社
は
明
治
三
年︵
一
八
七
〇
年
︶に
薬
種
商
を
買
収

し
大
坂
薬
種
卸
商
組
合
に
登
録
し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ

れ
る
。二
代
目
の
小
西
儀
助
氏
は
そ
の
優
れ
た
商
才
で
ア

ル
コ
ー
ル
や
洋
酒
の
製
造
を
手
懸
け
、そ
の
取
り
組
み
は
サ

ン
ト
リ
ー
や
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の
創
業
に
つ
な
が
っ
た
。儀
助
氏

は
、そ
の
後
、工
業
薬
品
、化
学
製
品
へ
と
取
扱
業
種
を
広

げ
、第
二
次
世
界
大
戦
後
は
化
成
品
の
商
社
の
み
な
ら
ず
、

合
成
接
着
剤
の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
も
発
展
さ
せ
た
。

　

大
阪
船
場
、道
修
町
に
今
も
残
る
和
風
の
商
家
は
、儀
助

氏
が
指
揮
を
執
り
建
設
が
進
め
ら
れ
、着
工
か
ら
三
年
後
の

明
治
三
六
年︵
一
九
〇
三
年
︶に
竣
工
し
た
。屋
敷
は
、道
修

町
に
面
し
て
主
屋
、伏
見
通
り
に
面
し
て
蔵
、そ
し
て
堺
筋

に
面
し
て
貸
家
を
配
置
し
た
。ま
た
、儀
助
氏
は
材
質
や
意

匠
に
も
こ
だ
わ
り
、茶
室
な
ど
に
そ
の
工
夫
が
見
て
取
れ
る
。

　

漆
黒
の
木
造
建
物
群
は
、三
度
の
戦
火
や
震
災
な
ど
を

経
験
し
、そ
の
度
に
時
代
に
合
っ
た
改
修
を
施
し
て
き
た
。

し
っ
か
り
と
地
に
足
が
つ
い
た
造
り
は
決
し
て
華
美
で
は
な

い
が
、当
時
の
大
店
の
模
範
と
し
て
、当
時
を
窺
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。
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時
代
の
趨
勢
は
個
々
人
の
直
感
的・表
層
的
な
要
望
を

集
積
し
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大
き
な
流
れ
を
生
み
出
す
が
、そ
の
流
れ
の
中

に
身
を
置
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と
各
個
人
の
持
つ
深
く
て
真
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情
は
反
映

さ
れ
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こ
と
な
く
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と
流
れ
て
い
く
。そ
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を
嫌
う
な
ら
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の
流
れ
か
ら
ド
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プ
ア
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し
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高
の
存
在
に
身
を

委
ね
る
し
か
な
い
。そ
う
す
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と
今
度
は
そ
の
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独
に
い
た

た
ま
れ
ず
、再
び
そ
の
流
れ
に
投
ぜ
ざ
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を
得
ず
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ら
に

深
い
失
望
と
哀
し
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を
抱
い
て
し
ま
う
。古
来
よ
り
帰
去

来
辞
の
陶
淵
明
や
近
代
で
は
藤
沢
周
平
の
作
品
が
好
ま

れ
る
の
は
、多
か
れ
少
な
か
れ
そ
の
よ
う
な
悩
み
や
迷
い
を

作
品
に
感
情
移
入
す
る
こ
と
に
起
因
す
る
の
だ
。し
か
し
最

後
に
は
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き
な
流
れ
に
身
を
任
せ
て
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の
折
り
合
い
を
つ

け
な
が
ら
歩
み
続
け
る
し
か
な
い
事
に
気
付
く
の
で
あ
る
。

　

建
築
士
会
活
動
に
参
加
す
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と
い
う
こ
と
は
、そ
の
よ

う
な
相
容
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な
い
感
情
の
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を
間
接
的
に
で
は
あ
る

が
、解
決
し
て
く
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。そ
れ
は
委
員

会
活
動
を
行
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こ
と
の
み
な
ら
ず
、さ
ま
ざ
ま
な
行
事

や
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
深
く
感
じ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。さ
ら
に
、自
ら
の
生
業
の
基
礎
と
な
る
技
術

や
素
養
の
蓄
積
に
大
い
に
寄
与
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　

結
果
と
し
て「
建
築
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
共
有

す
る
知
己
に
恵
ま
れ
た
り
、今
は
未
経
験
で
は
あ
る

が
、将
来
経
験
す
る
で
あ
ろ
う
建
築
手
法
を
疑
似
体

験
で
き
た
り
、デ
ザ
イ
ン
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
良
い

刺
激
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。

　

無
論
そ
れ
ら
効
果
の
大
小
は
各
人
の
心
の
持
ち

様
に
依
る
が
、緻
密
に
計
画
さ
れ
た
事
業
へ
の
参
加
は

何
ら
か
の
良
き
モ
ノ
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
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INFORMATION

超高層建築物等における南海トラ
フ沿いの巨大地震による長周期地
震動への対策について
 

国土交通省において超高層建築物等におけ
る南海トラフ沿いの巨大地震による長周期地
震動への対策が取りまとめられ、平成28年6月
24日に公表されました。対象地域内において、
平成29年4月1日以降に申請する性能評価に
基づき超高層建築物等を新築する際の大臣
認定の運用を強化するとともに、同区域内の既
存の超高層建築物等について、対策を求める
地震動の大きさが設計時の想定を上回る場合
には、大きな揺れによる家具の転倒、内外装材
や設備の損傷等による危害が発生するおそれ
があることから、自主的な検証や必要に応じた
補強等の措置を促すものです。
詳細は以下の国交省ホームページをご覧ください。
http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/
jutakukentiku_house_fr_000080.html

「（仮称）大阪新美術館」の公募型
設計競技の実施（予定）「大阪市」

「（仮称）大阪新美術館」について、平成33年
度中の開館をめざし、大阪の新たな文化芸術
拠点として国内外からも注目を集める美術館に
ふさわしい設計提案を広く求めるため、公募型
設計競技を実施します。8月上旬に設計競技の
実施要領の公告を行い、年度内に最優秀案を
選定する予定です。
■公募型設計競技（予告）
　◦計画概要
　　所在地：大阪市北区中之島4-32-14
　　敷地面積：約13,000㎡
　　延床面積：美術館 約15,000㎡

（駐車場、駐輪場の面積は含まず）
サービス施設 約500〜1,000㎡

（カフェ、レストラン、ミュージアムショップ等）
　　公告時期：平成28年8月上旬（予定）
問合　大阪市都市整備局公共建築部
　　　企画設計課企画設計グループ
　　　Tel.06-6208-9348

「CADオペレータ」「設計補助」「イ
ンテリアコーディネータ」など芦原
高等職業技術専門校訓練生への
求人のお願い

大阪府立芦原高等職業技術専門校は、大阪府
が設置する公共職業訓練施設です。「建築内装
CAD科」では、建築・インテリア業界で活躍できる
人材を育成するため、建築の基本知識、建築製
図、AutoCAD操作、積算、インテリアコーディネー
ト、プレゼンテーション手法などの訓練を行ってい
ます。訓練生は修了後、建築設計事務所や工務
店等への就職を希望しています。求人をお考え
の企業の方は、是非、同校までご連絡下さい。
なお、在校生のプロフィールはホームページで
公開しています。
http://www.pref.osaka.lg.jp/tc-ashihara/
top-page/jigyonushi.html
問合　芦原高等職業技術専門校就職担当
　　　Tel.06-6561-5383

第6回みどりのまちづくり賞（愛称：
大阪ランドスケープ賞）作品募集
6/1〜7/29

「まちが美しくなるみどりづくり」「まちが笑顔にな
るみどりづくり」への取り組みを表彰する、上記
賞の対象となる作品を募集中です。周辺の街
並みと調和して美しい景観となっているビルや
商業施設等の屋外空間（デザイン部門）、美し
い景観や憩いの空間を提供している市民活動
等（マネジメント部門）が応募対象です。
主催　大阪府、（公財）国際花と緑の博覧会

記念協会、（一社）ランドスケープコンサ
ルタンツ協会関西支部

募集期間　6月1日（水）〜7月29日（金）
問合　大阪府都市整備部都市計画室公園課
　　　地域まちづくり支援グループ 
　　　Tel.06-6944-7594（直通）
詳細は、以下のホームページをご覧ください。
http://www.pref.osaka.lg.jp/koen/jigyou/
machizukurisyo.html

「第30回大阪市ハウジングデザイ
ン賞」推薦募集
6/1〜7/15

デザイン、住みごこちや人にやさしい住まいづく
りの観点から優れているもの、既存建物を有効
に活用し優れた改造等が行われているもの、維
持管理が適切に行われ、住宅や住環境が良好
に保たれているものなどを表彰します。推せんを
いただいた方の中から抽選で50名の皆様にレ
インボーカード（500円分）をプレゼントします。
募集期間　6月1日（水）〜7月15日（金）　
対象となる住宅

大阪市内に建つ民間の「共同住宅」「長屋」
「戸建住宅の集合」で、概ね5年以内に建築ま
たは改造された魅力ある良質な住宅や完成後
20年を経過し維持管理が良好な住宅

問合　大阪市都市整備局企画部住宅政策課
　　　民間住宅助成グループ
　　　Tel.06-6208-9228
http://www.city.osaka.lg.jp/toshiseibi/page/
0000352241.html

建築士の会 「堺」
堺市まちあるき&さかい利晶の杜　
見学会
7/16　CPD3単位（予定）

今回「建築士の会 堺」では、堺まちあるきと「さ
かい利晶の杜」の見学を行い、その後、「堺の
景観行政について」の講演会を開催いたしま
す。終了後、懇親会も予定しています。
日時　7月16日（土）　13：30　集合・受付
　　　14：40〜15：00　堺まちあるき

（堺市役所〜妙国寺〜本願寺堺別院
〜町屋の用途変更〜山口家住宅）

　　　15：15〜15：30　阪堺電車にて移動
　　　15：30〜16：30　「さかい利晶の杜」見学
　　　16：30〜17：00
　　　　講演会 「堺の景観行政について」
　　　　講師　堺市都市景観室より
　　　17：30〜　懇親会
集合場所　南海高野線「堺東駅」南側改札口
定員　30名（申込先着順）
参加費　1,000円（資料代、保険代含む。）
※各施設の入場券及び阪堺電車の乗車券は
　各自で購入してください。
※懇親会参加の場合は、別途4,000円程度
　必要です。

「四国バスツアー」〜四国ドック進水式
と旧金毘羅大芝居（金丸座）見学〜
8/22　CPD4単位

「建築士の会 北摂」では四国ドッグの進水式と
造船所の見学会を企画しました。その道中で昭
和45年に国の重要文化財に指定された、現存
する日本最古の芝居小屋（1835）と言われて
いる旧金毘羅大芝居（金丸座）や高松の路地
裏のオシャレな倉庫街「北浜alley」も見学する
予定です。
日時　8月22日（月）　6：45〜19：30　
集合　西梅田 大和ハウス前　6：45
　　　（時間厳守）
定員　28名（申込先着順）
参加費　会員6,500円　会員外7,500円
　　　　（バス代、保険代、入館料を含む）
　　　　事前振込（7月25日（月）までに）

第59回建築士会全国大会
「大分大会」
10/22

全国大会を今年は大分県で開催します。本会
会員には大会登録料5,000円を補助します。
テーマ　「ひとづくり」「ものづくり」「まちづくり」

で地域の創生　おんせん県おおいた
で湧き上がる多様な知恵

日程　10月22日（土）
会場　別府国際コンベンションセンター
　　　ビーコンプラザ、別府市公会堂
※地域交流見学会は10月23日（日）に実施
申込　建築士5月号P30の参加申込書に必要事

項をご記入のうえ、本会事務局まで提出。
締切　7月29日（金）
大会の詳細は「建築士5月号」をご覧下さい。

（参考）建築内装CAD科の概要
訓練期間　6ヵ月（9月・3月修了）
定員　各20名
取得資格　CADトレース技能審査等

建築確認申請（建築設備）参考標
準図等説明会
7/25

近畿建築確認検査協会では、確認申請書に
添付する建築設備図や明示すべき事項につい
ての標準図等を取り纏め、本書の内容につい
て、説明会を開催します。本書は、申請者や確
認審査機関の皆様が、申請図書の作成や審
査の参考図書としてご活用いただき、効率的に
業務が行えることを目的にしています。
主催　近畿建築確認検査協会
日時　7月25日（月）　14：00〜16：00　
　　　（受付13：30）
場所　エル・おおさか　本館6階大会議室
参加費　無料
説明者　近畿建築確認検査協会設備ワーキ
　　　　ングメンバー
定員　200名　※各社1名以内　
　　　（定員になり次第締切）
申込締切　7月15日（金）
問合　近畿建築確認検査協会事務局
　　　（一般社団法人大阪建築防災センター内）
　　　Tel.06-4794-8270

第38回<プロのノウハウ>講座
『直感で理解する!構造設計の基本』
8/5　CPD2単位

日本建築協会企画の「直感で理解する!構造設
計の基本」が出版され、記念講演会を行います。
同書は、構造設計の心得や実務を行う目の付
け処をイラストや写真、図表を用いて平易な文
章で解説したものとなっており、デザイナー・意
匠設計者、現場施工技術者の方にも構造設計
との係わりを理解する上で解り易い内容です。
本講演会は、同書をテキストとして解説します。
主催　（一社）日本建築協会
日時　8月5日（金）　18：00〜20：00
会場　TOTOテクニカルセンター大阪
　　　大阪市中央区久太郎町3-6-8
　　　御堂筋ダイワビル2階
最寄駅　地下鉄本町駅
講師　山浦晋弘　定員　50名
受講料　一般1,500円
テキスト   『直感で理解する!構造設計の基本』
　　　　当日、定価2,592円（税込）を、特価
　　　　2,300円（税込）で提供。
問合・申込　（一社）日本建築協会 担当：廣瀬
　　　　　 Tel.06-6946-6981 
E-mail：hensyu2@aaj.or.jp

Others
その他のお知らせ

Administration
行政からのお知らせ

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
地下鉄「谷町4丁目駅」1-B出口すぐ
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/
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INFORMATION については本会ホームページにも掲載されています。
本会ホームページの WEB 申込システムから簡単に申込みができます。【詳細は大阪府建築士会ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで

「第36回大阪都市景観建築賞（愛
称大阪まちなみ賞）」推薦募集
7/1〜7/31

本会と大阪府・大阪市・（一社）大阪府建築士
事務所協会・（公社）日本建築家協会近畿支部・

（一社）日本建築協会の6者で構成する大阪
都市景観建築賞運営委員会では、「第36回大
阪都市景観建築賞（愛称 大阪まちなみ賞）」
の推薦受付を7月1日（金）〜7月31日（日）まで
行います。「大阪まちなみ賞」は、美しく、個性と
風格のあるまちの景観づくりを進めていくため
に、周辺景観の向上に資し、かつ景観上優れ
た建物や建物を中心としたまちなみを広く一般
から推薦していただき、その中で特に優れたもの
を表彰するものです。「大阪まちなみ賞」では、
大阪府知事賞、大阪市長賞、審査員特別賞、
建築・サインアート賞、緑化賞、奨励賞を設けて
います。自薦による応募も受け付けています。
推薦対象　推薦の対象となるものは、大阪府

内の建物や建物を中心としたまち
なみで応募要件を満たすもの。

推薦方法　大阪まちなみ賞HPからご推薦ください。
自薦の方は、自薦専用書式（建物・
建物を中心としたまちなみ）を同HP
よりダウンロードして、必要事項を
ご記入の上お送りください。

受付期間　7月1日（金）〜7月31日（日）　
　　　　　（当日消印有効）
詳しくは大阪まちなみ賞HPをご覧ください。
http://osaka-machinami.jp/
問合　大阪都市景観建築賞運営委員会
　　　（（公社）大阪府建築士会内）
　　　Tel.06-6947-1961

大阪建築コンクール60回記念イベント
「−還暦−コンクール60回の軌跡と
これからの建築の大阪」
7/9　CPD3単位（予定）

昭和29年に設立された大阪建築コンクール
が、今年で60回を迎えました。それを記念したイ
ベントを開催します。参加者には全受賞作品掲
載の記念小冊子を差し上げます。
日時　7月9日（土）　13：30〜19：00
会場　綿業会館本館7階大会場
　　　大阪市中央区備後町2-5-8
開会の挨拶　13：30〜13：45
第一部　13：45〜14：45
　基調講演「大阪建築コンクール60回の軌跡」
　講師　松隈洋（京都工芸繊維大学教授）
第二部　14：55〜16：55
　パネルディスカッション
　　「これからの建築の大阪」

モデレーター／パネラー　倉方俊輔（建築
史家）、竹原義二（建築家）、松隈 洋（建築
史家）、原田哲夫（建築家）、大谷弘明（建築
家）、田口雅一（構造家）、忽那裕樹（ランドス
ケープアーキテクト）、矢田朝士（建築家） 

第三部　17：20〜18：50 
　ドリンクパーティー（懇親会）
参加費　第一部＋第二部 
　　　　会員3,000円　会員外3,500円
　　　　第三部（懇親会）
　　　　2,000円（会員・会員外共通）
閉会の挨拶　18：50〜19：00

日程	 7/12（火）、8/9（火）、9/27（火）、
10/13（木）、11/22（火）、12/16（金）

時間　9：00〜17：00
会場　大阪府建築健保会館
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
定員　各回90名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送・窓口申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページから
　　　お申込下さい。
http://www.kenchikushikai.or.jp/torikumi/
news/2015-07-28-2.html

長期優良住宅化リフォーム推進事業の講習団体登録
建築士会インスペクター養成講座
8/23・11/24・3/1　CPD5単位

わが国でも中古住宅の流通の取組みが活発
化しており、中古住宅売買時のインスペクショ
ン（住宅診断）のニーズが高まっています。国
土交通省は平成25年6月にガイドラインを策定
し、指針を示しました。日本建築士会連合会は、
長期優良住宅化リフォーム推進事業における
インスペクター講習団体として国土交通省に
登録しております。本講座修了者は、建築士会
インスペクターとして登録（3年更新）され、建築
士会ホームページに掲載します。
日程　①8月23日（火）　②11月24日（木）
　　　③平成29年3月1日（水）
時間　9：50〜16：20
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
定員　100名（定員になり次第締切）
受講料　会員12,000円　会員外17,000円
　　　　（テキスト代・登録料含む）

平成28年度大阪府ヘリテージマネー
ジャー育成講座（全10日間）
8/27〜1/28　CPD1日4単位（予定）

本講座は、文化庁の補助を受け、大阪府のさら
なる歴史文化遺産を発見し、既に指定されて
いる文化財建造物や登録文化財等の活用と
保存を推進し、まちづくりに活かす能力を持った
人材“ヘリテージマネージャー”を育成することを
目的に行う講習会です。全10日間の講座で歴
史、修復技術、実測実習、保存活用などの基礎
を学びます。
日程　①8月27日　②9月3日　③9月24日
　　　④10月8日　⑤10月15日　⑥11月5日
　　　⑦11月12日　⑧12月3日　⑨1月14日
　　　⑩1月28日（全10日間・土曜日）
時間　13：00〜17：00（全日共）
場所　中之島図書館別館他
募集　30名（申込先着順）
受講料　会員25,000円　会員外30,000円
申込　7月11日（月）午前10時より本会ホーム
　　　ページからWEB申込してください。

既存建築物耐震診断等の評価・評
定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
公立学校施設や沿道建築物などの耐震不適
格建築物について、申込者が検討した建築物
の耐震診断及び耐震補強計画について、専門
的観点のもとに審査・審議を行い、妥当であると
認める申込案件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

平成28年度建築士定期講習
9/28、10/26、11/17
CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
25年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず受講して
ください。
日程

9/28（水）　 定員100名  会場コード5C-52
10/26（水）  定員100名  会場コード5C-03
11/17（木）  定員100名  会場コード5C-53

会場　大阪府建築健保会館
時間　9：30〜17：00
申込必着日
　9/28（水）　 講習：8/24（水）
　10/26（水）　講習：9/21（水）
　11/17（木）　講習：10/13（木）
　※簡易書留での郵送のみ受付いたします。
　※各回定員に達し次第、受付を終了します。
受講料　12,960円（消費税含）
申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局

大阪府知事指定講習
平成28年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《限界耐力計算法》
8/18・1/26　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法です。したがっ
て、変形能力が高い伝統構法の民家や社寺建
築の耐震性能を多角的に評価でき、一般診断
法では不可能な変形能力や減衰性能を考慮し
た合理的な補強計画やダンパーを用いた最新
技術による制振補強も可能となります。この機
会に限界耐力計算法の技術を修得され、今後
の業務に活用されますようご案内いたします。
日程　①8月18日（木）　②1月26日（木）
時間　10：00〜16：30
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　各120名（定員になり次第締切）
受講料　会員6,000円　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（大阪府木造住宅の限界

耐力計算による耐震診断・耐震改
修に関する簡易計算マニュアル）

大阪府知事指定講習
平成28年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《一般診断法講習会》
9/8・12/8・2/9　CPD5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村の
木造住宅耐震診断等の補助を受けることができ
る技術者として名簿に掲載します。（本講習は、
国土交通大臣登録講習ではありません。耐震改
修促進法により耐震診断が義務付けられた建
築物の耐震診断は、日本建築防災協会が実施
する登録講習を受講修了する必要があります。）
日程　①9月8日（木）　②12月8日（木）
　　　③平成29年2月9日（木）
時間　10：00〜15：50
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　各120名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,200円
　　　　　（2012 年改訂版木造住宅の耐震 
　　　　　 診断と補強方法）

監理技術者講習
（管理技術者以外の方も受講可能）
7/12、8/9、9/27、10/13、11/22、12/16
CPD各6単位

監理技術者は、工事請負金額3,000万円（建
築一式工事は4,500万円）以上の請負工事へ
の配置と、5年ごとに監理技術者講習を受講す
ることが建設業法で義務付けられています。
本講習では建築に特化したテキストを使用し、
経験豊富なベテラン技術者の講師による解説
と映像で、実務に役立つ情報を提供します。
なお、監理技術者以外の建築士や技術者の方
も受講が可能です。日頃の工事監理業務に役
立ちますので、ぜひ受講下さい。

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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 5/26 建築士会連合会正副会長会議　
 5/27 建築士会連合会理事会
 5/30 事務所協会創立 40 周年祝賀会
 6/ 4 ヘリテージ研修会候補地視察
 6/ 8 香港工業総会来阪団視察同行
 6/ 9 香港貿易発展局との交流会
 6/14 基礎ぐい工事ガイドライン講習会
 6/15 理事会・正副会長会議
  日本建築協会総会懇親会
 6/17 釜山建築士との懇談会
 6/20 建築士会連合会正副会長会議
 6/21 建築士会連合会定時総会
 6/23 大阪市都市計画局長・整備局長訪問
 6/24 大阪府住宅まちづくり部長訪問

岡本会長は今年度の府内市町村への訪問
のスタートに当たり、6 月 23 日に大阪
市の川田都市計画局長と國松都市整備局
長を、6 月 24 日に府の堤住宅まちづく
り部長を、副会長と共に訪問しました。
今後、年内を目処に府内 43 市町村の首
長等の幹部を本会の地元会員と訪問し、
本会の社会貢献等の活動状況を報告する
とともに、市町村との連携強化に向けた
意見交換を行う予定です。
また今年は、教育委員会文化財関係部局
も訪問し、伝統建築物等を対象とした本
会ヘリテージ活動への協力を依頼します。

本年 1 月 12 日に本会との相互協力の覚書
を交わした香港工業總会の第 2グループ

（建築材料部会）アラン・ソー会長他 20
名の会員が、インテックス大阪におい
て日本材料協会主催の「KENTEN2016」
に合わせて来阪されました。
本会では、建築技術交流の一環として、
市内マンション建設現場の視察を企画
し、来阪団の方から、有意義な日本訪問
になったと好評でした。
また、6 月 9 日に香港貿易発展局主催の
交流会が開催され、本会から岡本会長は
じめ 4 名の役員が出席し、スーザンラム
発展局日本主席代表の挨拶の後、建材等
を扱う香港企業からプレゼンテーション
があり、今後の交流促進に向け親睦を図
りました。
本会の国際分科会では、香港工業總会の
展示会開催の 10 月に香港建築ツアーを
計画しており、詳細が決まりましたらお
知らせしますのでご参加ください。

本年度も昨年度に引き続き、国土交通省
の補助事業である「大阪府住宅省エネル
ギー設計技術講習会」を本会が受託し開
催することとなり、準備を進めています。
国は 2020 年までに住宅をはじめすべて
の建築物を対象に、建築物省エネ基準へ
の適合義務化を順次行う方針であり、建
築確認と連動した「省エネ適合性判定制
度」の導入も予定されています。
講習では木造戸建住宅を対象に、平成
25 年度改正の建築物省エネルギー基準
に基づき、外皮計算や一次エネルギー消
費量の計算過程を学んでいただき、演習
を実際に行っていただきます。
特に、本会会員は本会が受講料を補助し、
無料で受講していただく予定をしており
ます。建築人 8 月号で詳細のご案内をし
ますので、お早めにお申込ください。

建築技術教育普及センター主催で本会が
運営する、本年度第 1 回目の建築士定期
講習を 6 月 7 日に実施し、275 名の方が
受講されました。
定期講習は、建築事務所に所属する建築
士は 3 年ごとに受講することが法律で義
務付けられております。
本会の定期講習の特徴は、ビデオを使用
せず、行政担当官や民間の経験豊富な実
務者が講師を担当いたします。
本年度は 8 回開催する予定ですが、例年
好評につきご希望の日程の申し込みは満
席のため受付ができないことがあります
ので、お早めにお申込ください。

本会が毎年実施しております、建築士と
地域住民他が連携して進めるまちづくり
などに対する活動助成として、本年度の
対象に 2 事業が決定しました。
1つは、阿倍野の木造町屋・長屋を調査
し、調査したデータを分類、整理し、区
役所や地域住民他と連携して案内マップ
等を作成するものです。
もう 1 件は、柏原市片山町において普段
は「ベンチ」として、有事には「かまど」
として使用できる「防災かまどベンチ」
の設置支援を通じて、市民の防災意識の
向上を働きかけるものです。助成額は何
れも 10 万円の予定です。

本会ホームページのトップページにおけ
る一般向け、建築士向け、会員向けの各
項目の関連活動内容の一覧表示を、活動
分野ごとに分ける等の活動状況が容易に
検索できるようにリニューアルしました。
特に、耐震・インスペクション・ヘリテージな
ど一般の方を対象とした社会貢献活動の紹
介を充実させ、その内容をわかりやすく伝え
られるように改善しましたのでご活用下さい。

動静レポート

「住宅省エネ技術設計者講習」が国交
省補助事業に採択

事業委員会

大阪地域貢献活動事業助成に 2 事業が
決定

社会貢献委員会

本会ホームページの対象者別表示項目
等のリニューアル

建築情報委員会

本年度第 1 回目の建築士定期講習を
実施

研修委員会会長動静

本年度の府内 43 市町村首長訪問が
スタート

運営委員会

香港工業總会との交流

運営委員会

大阪市
左：川田局長
右：國松局長

大阪府
右から、澤田建築指導室長、堤住宅まちづくり部長、
岡本会長、田中副会長、濵田副会長

中央：アラン・ソー香港工業總会第 2G 会長　
右：岡本会長　左：徳岡理事
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4 月 20 日から 5 月 29 日の 40 日間 NU
茶屋町で開催した「槇文彦展」の入場者
数は 5,503 名、会期中の「槇文彦講演会」
では、中央公会堂が満席となる 1,130 名
の多くの方に参加していただきました。
両事業に支援いただいた槇総合計画事務
所はじめ、後援団体、協力・協賛の各社
の皆様に心よりお礼申し上げます。
実行委員会では、実施に至るまで喧々
諤々の意見交換を行い、より良い企画内
容とするために時間と労力を惜しまず費
やしていただいた委員の皆様には、大変
なご苦労をお掛けいたしました。
今回の事業では、数字上の成果もさるこ
とながら、事業を進める過程で得たもの
が多くありました。
1つは、NU 茶屋町という繁華街の商業
施設で展覧会を開催することができ、建
築設計の大切さやすばらしさを、建築士
はもとより、一般府民や学生等に向けて

平成 28 年度定時総会は、総正会員数
2,606 名に対して 1/3 以上となる 949 名

（うち委任状 827 名）の出席で定款第 17
条に照らして成立し、第 1 号〜 3 号議案
を審議し承認されました。

 

○第 1 号議案（27 年度事業報告）
本会が 27 年度実施した、公益目的事業、
収益事業、その他事業について、運営・
研修・事業・建築表彰・建築情報・社会
貢献の 6つの常設委員会別に活動内容を
報告し、承認されました。
○第 2 号議案（27 年度財務諸表等）
貸借対照表、正味財産増減計算書等の財

Topics

広く情報発信できたことです。
昨年、本会では「建築からソーシャルデ
ザインへ〜多様な人材と絆で社会に貢
献」というビジョンを確立しました。
本会の活動は、建築単体にとどまらず、
社会貢献活動を通じて、府民の安心安全
が確保され文化的で快適な社会の構築を
目指し、積極的に行動を起こすという決
意をこのキーワードに込めました。
今回の事業で、槇先生の作品や理想を社
会に向けて発信できた事は実に意義深い
と思います。
一般の方々には建築への理解をより深め
ていただき、建築関係者や学生には槇先
生の設計コンセプトやプロセス等を目に
して刺激を受けた方も多いと思います。
そして何より公益団体としての「大阪府
建築士会」の存在を社会にアピールでき
たことも形に表れない大きな収穫であっ
たと確信しております。

務諸表に照らして、収支項目の推移につ
いて説明を行いました。
平成 27 年度決算は、収入 174,508,813 円、
支出 173,866,364 円で 642,449 円の黒字
となりました。
支出の内 1700 万円は、これまで積み立
て不足が懸案となっていた事務局職員の
退職引当額であり、28 年度予算に 600
万円を計上することで、28 年度に必要
とされる退職引当総額 4600 万円を満足
させる予定です。
27 年度決算により、本会の正味財産は
25,494,414円となり、前年度より3,452,111
円の増額になりました。
さらに、公益法人法に定められた公益目
的事業の 3 区分の各収支が全て赤字であ
り、公益目的事業の支出計が全支出計の
1/2 以上の規定を満たしていることを報
告して承認されました。

2つは、本会の一大イベントとして、役
員・委員が一体感をもって取り組めたこ
とです。
普段は、委員会や地域等でそれぞれの目
的で事業活動されている皆さんも、通常
の枠を超えて一丸となってご協力いただ
きました。
本会はまさに多様な人材と絆で結ばれて
いる事を今更ながら実感いたしました。
今回のイベントが、将来の活動方針にも
良い影響を及ぼし、大阪府建築士会が更
に盛り上がることを期待しています。

○第 3 号議案（28 年度役員選任）
2 年間の任期が満了した役員に代わる

「役員推薦委員会」から推薦された理事
20 名、監事 1 名が承認されました。
これにより、28 年度は理事 44 名、監事
2 名の役員構成となりました。
■式典・表彰式
大阪府の堤勇二住宅まちづくり部長、大
阪市の梶本武史都市計画局理事にご来賓
挨拶を賜りました。
名誉会員称号、永年会員表彰をはじめ、
第 60 回大阪建築コンクール及び、第 8
回建築人賞の表彰式を執り行いました。
■記念講演会
西沢立衛氏をお迎えして「環境と建築に
ついて」というテーマで、建築学会賞を
受賞された豊島美術館など、氏の斬新な
作品のコンセプト等を語っていただきま
した。

2 階席まで満席の講演会風景

所信を述べる
岡本会長

槇文彦展・講演会事業で得たこと
展覧会　期　間：平成28年4月20日（水）〜5月29日（日）　会場：NU 茶屋町
講演会　開催日：平成28年5月13日（金）　　　　　　　  会場：大阪市中央公会堂　　　　岡崎　雅（槇文彦展実行委員会委員長）

平成 28 年度定時総会及び関連行事の報告
開催日：平成 28 年 5 月 25 日（水）
会　場：ホテル大阪ベイタワー　
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会
社
が
開
発
し
た
「
せ
っ
こ
う
ボ
ー
ド
ジ
ョ
イ
ン
ト
」

だ
。
こ
の
「
せ
っ
こ
う
ボ
ー
ド
ジ
ョ
イ
ン
ト
」
が
ど

ん
な
商
品
化
か
説
明
す
る
前
に
、
何
故
、
ク
ロ
ス

の
ひ
び
割
れ
が
発
生
す
る
の
か
を
、
奥
地
建
産

㈱
が
調
査
、
研
究
し
て
得
た
結
論
か
ら
見
て
み
た

い
。
ク
ロ
ス
の
ひ
び
割
れ
の
原
因
は
、
ク
ロ
ス
の
下

地
側
に
主
因
が
あ
る
。
ク
ロ
ス
補
修
に
立
ち
会
っ
て

み
る
と
、
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
せ
っ
こ
う
ボ
ー
ド

の
目
地
部
で
ひ
び
割
れ
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の

事
は
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
工
務
店
で
ア
フ
タ
ー
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
担
当
し
て
い
る
方
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

し
て
み
て
も
同
じ
証
言
が
得
ら
れ
る
。
ま
た
、
実

大
壁
を
製
作
し
、
意
図
的
に
せ
っ
こ
う
ボ
ー
ド
の

目
地
ズ
レ
を
誘
発
さ
せ
た
際
も
実
態
と
同
様
の
ク

ロ
ス
の
ひ
び
割
れ
が
発
生
し
た
事
か
ら
、
目
地
ズ
レ

が
ひ
び
割
れ
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
事
が
伺
え
る
。

発
生
の
順
序
は
こ
う
で
あ
る
。

１
．
ま
ず
、
木
下
地
が
木
の
性
質
か
ら
、
気
温
・

湿
度
の
変
化
に
伴
い
収
縮
・
曲
が
り
等
が
発
生
し
、

挙
動
す
る
。
特
に
乾
燥
に
伴
う
収
縮
・
変
形
は一

般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
２
．
木

下
地
に
留
め
付
け
ら
れ
た
せ
っ
こ
う
ボ
ー
ド
が
、
木

の
収
縮
・
変
形
の
影
響
を
受
け
て
挙
動
さ
せ
ら
れ

る
。
３
．
せ
っ
こ
う
ボ
ー
ド
の
挙
動
が
目
地
部
分
で

ズ
レ
と
な
り
、
ク
ロ
ス
の
よ
れ
・
割
れ
が
引
き
起
こ

さ
れ
る
。
ま
た
、
風
圧
や
地
震
動
を
受
け
て
の

建
物
の
揺
れ
に
於
い
て
も
せ
っ
こ
う
ボ
ー
ド
の
目
地

ズ
レ
が
誘
発
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し

て
も
最
終
的
に
せ
っ
こ
う
ボ
ー
ド
の
目
地
部
が
挙

動
さ
せ
ら
れ
、
ひ
び
割
れ
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
。

ク
ロ
ス
割
れ
の
原
理
を
理
解
す
れ
ば
解
決
策
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
筆
者
は
、
ボ
ー
ド
を
留

内
装
ク
ロ
ス
割
れ
ク
レ
ー
ム
で
お
困
り
で
は

　

内
装
ク
ロ
ス
の
ひ
び
割
れ
ク
レ
ー
ム
を
受
け
た
こ

と
の
あ
る
、
工
事
監
督
、
ア
フ
タ
ー
担
当
者
の
方

は
こ
と
の
ほ
か
多
い
の
で
は
無
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の

ク
ロ
ス
割
れ
は
、
常
に
住
宅
な
ど
の
内
装
工
事
の
ク

レ
ー
ム
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
上
位
に
入
り
続
け
て
い
る

も
の
だ
が
、
美
観
の
問
題
だ
け
で
、
建
物
の
性
能

上
に
は
何
ら
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
か
ら
、
あ
ま

り
対
策
は
練
ら
れ
ず
、
仕
方
が
無
い
と
、
あ
き
ら

め
ら
れ
て
き
た
事
が
多
か
っ
た
事
と
思
う
。
し
か

し
、
ど
ん
な
に
小
さ
く
て
も
ク
レ
ー
ム
は
ク
レ
ー
ム
で

あ
り
、
呼
ば
れ
れ
ば
対
応
せ
ず
に
は
お
れ
ず
、
ま

し
て
や
そ
れ
が
た
め
に
施
工
に
対
す
る
信
用
に
傷

が
つ
く
こ
と
も
有
り
得
る
な
ど
、
頭
の
痛
い
話
で
、

何
と
か
な
ら
な
い
物
か
と
、
そ
の
対
応
策
を
探
し

て
来
た
方
は
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ら
、

ど
う
に
か
し
た
い
が
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
、
ク
ロ

ス
割
れ
に
、
効
果
的
な
予
防
策
が
あ
る
と
し
た
ら

ど
う
だ
ろ
う
。
是
非
知
り
た
い
と
思
う
工
務
店

や
施
工
関
係
者
の
方
は
多
い
は
ず
だ
。
か
く
言

う
筆
者
も
、
ク
ロ
ス
割
れ
に
は
苦
い
経
験
が
あ
る
。

住
宅
で
は
な
く
店
舗
だ
っ
た
の
で
、
閉
店
後
の
遅

い
時
間
に
職
人
さ
ん
を
連
れ
て
何
度
も
通
っ
た
虚

し
さ
を
今
、
思
い
返
す
こ
と
が
出
来
る
。
も
し
ク

ロ
ス
割
れ
に
効
果
的
な
方
法
が
あ
る
な
ら
是
非
と

も
知
り
た
か
っ
た
。

内
装
ク
ロ
ス
割
れ
ク
レ
ー
ム
は
予
防
出
来
る

　

実
は
、
そ
ん
な
、
当
時
の
私
を
含
め
、
ク
ロ
ス

割
れ
で
悩
む
多
く
の
方
々
の
た
め
に
二
〇
年
以
上

の
安
心
実
績
を
誇
る
一つ
の
提
案
が
あ
る
。
そ
れ

が
、
今
回
取
材
に
お
と
ず
れ
た
奥
地
建
産
株
式

「
ク
ロ
ス
の
ひ
び
割
れ
」あ
き
ら
め
る
そ
の
前
に

文　

渕
側　

晋

匠
の
巧  

■  

奥
地
建
産
株
式
会
社
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こ
の
製
品
が
よ
り
多
く
の
方
々
の
知
る
と
こ
ろ
と

な
れ
ば
と
も
感
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
小
さ
な
ク
レ
ー

ム
に
悩
ま
さ
れ
ず
に
、
よ
り
高
品
質
な
住
宅
な
ど

の
空
間
造
り
に
取
り
組
め
た
な
ら
、
い
ち
企
業
の

利
益
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
製
品
を
使
用
す
る
側
、

そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
高
品
質
な
空
間
に

住
ま
わ
れ
る
方
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
益
と
な
っ
て

ゆ
く
事
を
思
う
と
、
何
か
ワ
ク
ワ
ク
と
す
る
思
い

と
な
る
と
共
に
、
そ
ん
な
互
い
が
高
め
あ
え
る
関

係
が
広
が
っ
て
ゆ
け
ば
と
感
じ
ら
れ
た
今
回
の
取

材
で
あ
っ
た
。

め
る
ね
じ
の
数
を
増
や
し
て
、
よ
り
強
固
に
固
定

す
れ
ば
い
い
の
で
は
と
考
え
た
。
確
か
に
そ
れ
も

効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
留
め
る
ね
じ
の

数
を
増
や
す
だ
け
で
は
、
ク
ロ
ス
割
れ
を
ま
だ
完

全
に
防
ぎ
き
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
。
奥
地

建
産
㈱
が
試
行
錯
誤
の
末
に
導
き
だ
し
た
の
が
、

先
の
「
せ
っ
こ
う
ボ
ー
ド
ジ
ョ
イ
ン
ト
」
と
い
う
わ

け
だ
。「
せ
っ
こ
う
ボ
ー
ド
ジ
ョ
イ
ン
ト
」
は
鋼
鈑

製
の
Ｌ
字
型
、
Ｔ
字
型
の
長
材
で
せ
っ
こ
う
ボ
ー

ド
の
下
地
材
と
し
て
ボ
ー
ド
の
目
地
に
使
用
す

る
。
表
面
の
せ
っ
こ
う
ボ
ー
ド
と
下
地
の
木
材
等
を

「
せ
っ
こ
う
ボ
ー
ド
ジ
ョ
イ
ン
ト
」
と
ね
じ
を
介
し

て
固
定
す
る
こ
と
で
せ
っ
こ
う
ボ
ー
ド・
ジ
ョ
イ
ン
ト・

下
地
を
一
体
化
し
強
固
に
固
定
し
、
ク
ロ
ス
割
れ
の

リ
ス
ク
を
劇
的
に
低
減
さ
せ
る
。

製
品
を
影
で
支
え
る
も
の

　

仕
組
み
を
聞
け
ば
、
な
ん
だ
そ
ん
な
こ
と
か
と

思
わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
日
本
の
プ
レハ
ブ
・
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
、
な
ん

と
約
七
〇
％
が
こ
の
「
せ
っ
こ
う
ボ
ー
ド
ジ
ョ
イ
ン

ト
」
を
既
に
採
用
済
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、

こ
の
商
品
の
機
能
性
と
信
頼
性
の
高
さ
を
物
語
っ

て
い
る
。
加
え
て
、
奥
地
建
産
㈱
は
採
用
工
務

店
に
は
施
工
の
感
想
、
改
善
要
望
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
し
、
展
示
場
に
足
を
運
ん
で
一
年
後
・
二

年
後
の
経
年
観
察
も
欠
か
さ
ず
行
う
な
ど
継
続

的
な
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
る
。
実
は
こ
の
奥
地

建
産
㈱
は
、
住
宅
メ
ー
カ
ー
業
界
に
お
い
て
鋼
製

下
地
部
材
を
日
本
で
初
め
て
普
及
さ
せ
、
業
界

に
革
命
を
起
こ
し
た
。
以
来
、
二
五
年
以
上
に
わ

た
り
、
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
と
の
共
同
開
発
と
、

自
社
開
発
に
情
熱
を
注
ぎ
続
け
て
き
た
。
そ
の

真
摯
な
物
創
り
の
姿
勢
が
、
顧
客
に
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
を
与
え
続
け
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
こ

の
「
せ
っ
こ
う
ボ
ー
ド
ジ
ョ
イ
ン
ト
」
は
奥
地
建
産

が
独
自
に
開
発
し
た
完
全
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
で
、

現
在
、
特
許
申
請
中
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
を
模

倣
す
る
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。
し

か
し
、
模
倣
出
来
る
の
は
、
比
較
的
つ
く
り
や
す

い
、
Ｌ
字
型
ま
で
で
、
技
術
力
が
求
め
ら
れ
る
Ｔ

字
型
は
模
倣
さ
れ
て
い
な
い
と
聞
く
。
と
は
い
え
、

こ
う
し
た
事
も
裏
を
返
せ
ば
奥
地
建
産
㈱
が
独

自
に
開
発
し
た
こ
の
商
品
が
い
か
に
優
れ
て
い
る
か
、

い
か
に
ユ
ー
ザ
ー
に
利
益
を
与
え
て
い
る
か
の
現
わ

れ
で
し
か
な
い
と
も
感
じ
ら
れ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
こ

そ
敬
意
を
表
し
た
い
と
も
感
じ
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
は
又
、別
の
と
こ
ろ
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。「
せ
っ

こ
う
ボ
ー
ド
ジ
ョ
イ
ン
ト
」
を
取
り
扱
っ
て
販
売
し

て
い
る
吉
野
石
膏
㈱
は
、
そ
の
取
扱
い
理
由
を
売

上
・
利
益
の
追
求
で
は
な
く
「
お
客
様
︵
工
務

店
︶
へ
の
お
役
立
ち
」
と
い
う
点
に
重
点
を
置
い

て
い
る
。「
せ
っ
こ
う
ボ
ー
ド
」
自
体
は
た
い
へ
ん
良

い
製
品
で
あ
る
し
、
そ
れ
を
使
っ
て
お
客
様
︵
工

務
店
︶
は
良
い
施
工
を
行
っ
て
良
い
建
物
を
造
る

こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
引
渡
し
後
に
ク
ロ
ス
割
れ

が
発
生
し
て
し
ま
う
と
建
物
の
評
価
を
損
じ
て
し

ま
う
事
に
な
り
か
ね
な
い
。「
せ
っ
こ
う
ボ
ー
ド
ジ
ョ

イ
ン
ト
」
を
提
案
し
て
そ
れ
を
防
ぐ
事
が
出
来
れ

ば
、
お
客
様
に
価
値
を
提
供
し
お
役
立
ち
出
来
た

事
に
な
る
。
実
際
、
今
ま
で
「
せ
っ
こ
う
ボ
ー
ド

ジ
ョ
イ
ン
ト
」
を
採
用
い
た
だ
い
た
工
務
店
か
ら
は
、

「
Ｔ
字
型
を
使
っ
て
階
段
部
の
ひ
び
割
れ
が
減
っ

た
」「
勾
配
型
を
使
っ
て
仕
上
が
り
が
良
く
な
っ

た
」
と
喜
び
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

皆
が
共
に
成
長
し
て
ゆ
く
た
め
に

　

現
在
、
自
社
の
優
良
性
の
証
明
と
し
て
Ｉ
Ｓ
Ｏ

の
取
得
に
取
り
組
む
の
は
常
識
化
し
て
い
る
部
分

が
あ
る
と
感
じ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
は
自
ら
の

企
業
の
特
徴
に
あ
っ
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
︵
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
︶
の
取
得
に
取
り
組
む
。
奥
地
建
産
㈱

も
例
に
漏
れ
ず
、
い
く
つ
か
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
取
得
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
品
質

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
製
造
、
開
発
を
行
う
企
業
で

あ
れ
ば
、
あ
る
意
味
、
全
て
が
取
り
組
む
べ
き
も

の
だ
と
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
Ｂ
Ｓ

２
５
９
９
９
認
証
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
２
３
０
１
認
証
の

事
業
継
続
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
取
得
し
て
い
る
と
い
う

点
で
あ
る
。
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
こ
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
と
は
い
っ
た
い
何
か
と
言
え
ば
、
近

年
、
各
所
で
続
発
す
る
未
曾
有
の
災
害
に
お
い
て

の
製
品
の
供
給
リ
ス
ク
を
可
能
な
限
り
低
減
す
る

取
り
組
み
が
出
来
て
い
る
か
ど
う
か
で
、
こ
の
取

得
は
奥
地
建
産
㈱
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
て
の

も
の
で
あ
る
。
先
の
東
日
本
で
の
大
震
災
の
際
に

は
、
多
く
の
企
業
の
製
造
拠
点
が
大
き
な
打
撃

を
受
け
、
供
給
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
な
ど
し
て
、
復

興
に
際
し
て
の
大
き
な
ブ
レ
ー
キ
と
な
っ
て
い
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
。
奥
地
建
産
㈱
で
は
、
優
れ

た
品
質
と
性
能
の
商
品
を
作
る
の
は
メ
ー
カ
ー
と

し
て
当
然
の
事
と
し
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
更
に一
歩

踏
み
出
し
、
そ
の
優
れ
た
商
品
を
ど
ん
な
状
況
に

お
い
て
も
供
給
し
続
け
る
こ
と
が
メ
ー
カ
ー
と
し
て

の
責
務
と
考
え
、
三
重
工
場
と
福
島
工
場
の
二

極
化
に
よ
っ
て
、
ま
さ
か
の
災
害
に
お
い
て
も
供
給

を
継
続
し
復
興
を
遅
ら
せ
る
こ
と
の
無
い
よ
う
に

と
備
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
か
ら
見
え
て
く
る

の
は
、
単
に
自
社
の
利
益
と
い
う
こ
と
に
留
ま
ら

ず
、
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
最
大
限
の
利
益
と
共
に
皆
が
と

も
に
よ
り
善
く
成
長
し
て
ゆ
け
れ
ば
と
い
う
、
企

業
姿
勢
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
た
。
今
回
取
材

を
お
こ
な
っ
た
「
せ
っ
こ
う
ボ
ー
ド
ジ
ョ
イ
ン
ト
」
に

話
を
戻
せ
ば
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
日
本
の
プ
レ

ハ
ブ
・
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
約
七
〇
％
が
既
に
採
用

済
み
だ
と
言
う
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
効
果
の
程
は

実
証
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
今

だ
こ
の
製
品
の
存
在
を
知
ら
ず
、
ク
レ
ー
ム
で
困
っ

て
お
ら
れ
る
方
々
が
大
勢
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
。

ま
た
、
こ
の
製
品
を
試
さ
れ
た
方
の
も
っ
と
早
く

知
り
た
か
っ
た
と
の
声
が
在
る
こ
と
を
聞
く
に
つ
け
、

お問い合わせ

大阪事務所
〒541-0054 大阪市中央区南本町4-1-8   
　　　　　　アルテビル南本町7F・8F・9F
TEL　06-6243-3700
FAX　06-6243-3710
H P　 http://www.okuji.co.jp/
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審査委員長　　古谷誠章
1955年	 東京都生まれ
1978年	 早稲田大学理工学部建築学科卒
1980年	 早稲田大学大学院修了
1986〜1987年　文化庁芸術家在外研修員として
　　　　　　　マリオ・ボッタ事務所在籍
1994年〜	 八木佐千子とスタジオナスカ（現NASCA）共同設立
1994年〜	 早稲田大学理工学部助教授
1997年〜	 早稲田大学教授

審
査
総
評建

築
人
賞
審
査
委
員
長　

古
谷
誠
章

　　

建
築
人
賞
の
審
査
を
お
引
き
受
け
し
て
三
年
目

と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
、
作
品
を
掲
載
さ
れ

た
応
募
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ

て
一
次
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
場
に
は
応
募

作
品
の
パ
ネ
ル
も
展
示
し
て
い
た
だ
き
、
来
場
さ

れ
た
皆
さ
ん
が
相
互
に
意
見
を
交
換
し
た
り
、
交

流
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
会

場
を
一
巡
し
て
す
ぐ
に
気
づ
い
た
の
が
、
お
世
辞

抜
き
で
作
品
の
質
が
一
段
と
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し

て
い
る
こ
と
で
し
た
。
い
わ
ゆ
る
ア
ト
リ
エ
か
ら

も
大
手
の
組
織
か
ら
も
、
幅
広
く
充
実
し
た
作
品

が
数
多
く
勢
揃
い
し
て
ま
し
た
。

　

短
時
間
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
質
疑
応

答
で
は
十
分
言
葉
を
尽
く
せ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
ど
う
ぞ
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も

皆
さ
ん
が
綿
密
に
準
備
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か

げ
で
、
建
築
人
誌
上
の
限
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
か
ら
は

つ
か
み
取
れ
な
い
作
品
に
込
め
ら
れ
た
設
計
の
意

図
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
も
昨
年

以
上
に
工
夫
の
凝
ら
さ
れ
た
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

昨
年
同
様
そ
れ
か
ら
の
審
査
が
大
変
で
、
ひ
と

り
審
査
委
員
長
の
辛
さ
、
何
し
ろ
独
断
と
偏
見
で

選
ぶ
わ
け
で
す
か
ら
、
ま
る
で
た
ら
り
た
ら
り
と

脂
汗
を
流
す
筑
波
山
中
の
四
六
の
ガ
マ
に
な
っ
た

心
境
で
す
。
と
く
に
一
般
建
築
部
門
の
候
補
作
に

は
昨
年
を
は
る
か
に
上
回
る
力
作
揃
い
で
、
選
考

は
大
い
に
難
渋
し
ま
し
た
。
一
方
の
住
宅
部
門
で

も
中
堅
、
ベ
テ
ラ
ン
と
も
に
綿
密
に
考
え
ら
れ
た

佳
作
が
多
く
、
現
地
審
査
の
対
象
を
絞
る
の
に
さ

ら
に
苦
戦
し
ま
し
た
。
今
年
も
、
建
築
と
し
て
の

質
の
高
さ
だ
け
で
な
く
、
大
阪
・
関
西
の
文
化
的

土
壌
に
い
か
に
根
差
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
想
像

を
巡
ら
せ
て
、
最
終
的
に
一
般
建
築
で
五
件
、
住

宅
四
件
を
実
地
に
見
て
ま
わ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

三
月
三
〇
日
〜
三
一
日
、
お
よ
び
四
月
六
日
に
、

大
阪
市
、
西
宮
市
、
豊
中
市
、
奈
良
市
、
狭
山
市

に
あ
る
計
九
作
品
を
訪
れ
ま
し
た
。
幸
い
通
路
の

支
障
も
な
く
、
ほ
ぼ
予
定
通
り
に
見
て
回
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
実
際
に
訪
れ
て
周
囲
の
環
境
や
、

立
地
す
る
土
地
柄
な
ど
を
見
る
と
、
誌
面
で
は
わ

か
ら
な
い
そ
の
作
品
の
成
立
し
た
背
景
を
つ
ぶ
さ

に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
単
体
の
建
築
の

写
真
だ
け
で
は
気
づ
く
こ
と
の
で
き
な
い
家
並
み

や
街
並
み
に
対
す
る
姿
勢
な
ど
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。
昨
年
の
講
評
で
も
施
主
と
建

築
家
が
お
互
い
を
じ
っ
く
り
育
て
合
う
よ
う
な
関

西
の
気
質
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
が
、
敷
地
を
取

り
巻
く
こ
う
し
た
風
土
自
体
も
ま
た
、
施
主
や
建

築
家
を
育
て
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
来
年

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
目
的

　

公
益
社
団
法
人
大
阪
府
建
築
士
会
で
は
会
報
誌
「
建
築

人
」
を
毎
月
発
行
し
て
お
り
、
二
〇
一
六
年
四
月
に
は
第

六
二
二
号
を
数
え
ま
し
た
。
本
会
会
員
で
あ
る
建
築
士
に

と
っ
て
重
要
な
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
作
品
発
表

の
機
会
を
設
け
、
建
築
技
術
の
普
及
や
建
築
士
の
相
互
研

鑽
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
建
築
人
賞
」
は
、「
建
築
人
」
のGA

LLERY

頁
に

掲
載
さ
れ
た
作
品
の
中
か
ら
機
能
性
、
社
会
性
、
デ
ザ
イ

ン
性
、
先
進
性
な
ど
に
お
い
て
優
れ
た
も
の
を
顕
彰
し
、

建
築
技
術
の
進
展
、
建
築
文
化
の
向
上
に
資
す
る
と
と
も

に
、「
建
築
人
」
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く

こ
と
を
意
図
し
て
創
設
さ
れ
た
賞
で
す
。

●
審
査
経
過

　

審
査
は
、
公
平
性
を
重
視
す
る
た
め
、
関
西
以
外
で
活

躍
す
る
建
築
関
係
者
、
学
識
経
験
者
等
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
第
六
回
か
ら
は
早
稲
田
大
学
教
授
古
谷
誠
章
氏
を

審
査
委
員
長
と
し
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
二
〇
一
五
年
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
四
〇
点
が

対
象
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
も
前
回
同
様
、
公
開
一
次

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
一
次
審
査
は
、
二
月
二
七
日
に
開

催
さ
れ
、
計
三
六
点
の
作
品
に
つ
い
て
設
計
者
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
審
査
員
に
よ
る
質
疑
等
を
行
い
、
そ
の

場
で
九
点
が
審
査
を
通
過
し
ま
し
た
。
そ
の
後
三
月
三
〇

日
、
三
一
日
、
四
月
六
日
の
三
日
間
、
現
地
審
査
を
行
い
、

最
終
的
に
、
建
築
人
賞
二
点
、
建
築
人
賞
奨
励
賞
三
点
、

佳
作
四
点
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
機
能
性
、
デ
ザ
イ
ン
性
、

社
会
性
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
こ
れ
ら

を
表
彰
し
公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
に
対
し
て
建

築
の
魅
力
や
価
値
を
発
信
し
、
建
築
文
化
の
醸
成
に
寄
与

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

建
築
情
報
委
員
会
委
員
長　

米
井　

寛

第
８
回　

建
築
人
賞
発
表

主
催
‥
公
益
社
団
法
人 

大
阪
府
建
築
士
会

建築人賞記念盾「未来へ！」
グラスアーティスト  三浦啓子作
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建
築
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1
2015

建
築
人 

3
2015

建築主／公益財団法人
　　　　竹中大工道具館
設　計／㈱竹中工務店
施　工／㈱竹中工務店

建築位置／兵庫県神戸市
竣工年月／ 2014 年 4 月
用　　途／博物館
構造・規模／ S 造・RC 造
　　　　　　地下 2 階　地上 1 階
敷地面積／ 2,744.30㎡
建築面積／ 538.97㎡
延床面積／ 1,884.05㎡
写　　真／古川泰造

設　計／㈲岩田章吾
　　　　　建築設計事務所
施　工／㈱和田建設

建築位置／奈良県奈良市
竣工年月／ 2014 年 11 月
用　　途／住宅
構造・規模／ W 造　2 階建
敷地面積／ 458.37㎡
建築面積／ 155.16㎡
延床面積／ 206.62㎡
写　　真／松村芳治

【
選
評
】

今
で
こ
そ
新
神
戸
駅
に
至
近
と
な
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
こ
こ

に
あ
っ
た
と
い
う
旧
竹
中
工
務
店
社

長
邸
跡
に
建
つ
こ
の
施
設
は
、
六
甲

の
麓
の
斜
面
地
を
生
か
し
て
ひ
っ
そ

り
と
佇
ん
で
い
ま
す
。
外
か
ら
は
内

部
の
大
き
な
空
間
の
存
在
す
ら
感
じ

さ
せ
な
い
見
事
な
造
形
と
プ
ロ
ポ
ー

シ
ョ
ン
の
感
覚
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。
端
正
な
瓦
屋
根
と
そ
の
絶
妙
な

む
く
り
の
な
せ
る
技
で
す
ね
。
こ
の

賞
に
こ
の
よ
う
な
力
の
こ
も
っ
た
大

作
の
応
募
が
あ
っ
た
こ
と
を
何
よ
り

も
ま
ず
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

内
部
の
木
格
子
天
井
の
、
骨
太
で
あ

り
な
が
ら
全
体
を
優
美
に
感
じ
さ
せ

る
巧
み
な
感
覚
も
、
一
目
見
て
得
心

が
い
き
ま
し
た
。
地
下
に
彫
り
込
ま

れ
た
常
設
展
示
室
の
空
間
も
、
吹
き

抜
け
に
対
す
る
北
側
か
ら
の
採
光

と
、
葉
表
の
明
る
い
緑
が
反
射
し
て

入
り
込
む
効
果
が
相
ま
っ
て
、
閉
塞

感
の
な
い
極
め
て
居
心
地
の
よ
い
空

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
選
評
】

こ
れ
こ
そ
実
際
に
現
地
に
赴
い
て
、

大
和
棟
の
形
態
を
踏
襲
す
る
こ
と
の

意
味
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
作
品
で
す
。

緩
や
か
な
傾
斜
を
持
つ
敷
地
前
面
の

道
路
を
少
し
上
っ
て
見
下
ろ
す
と
、

こ
の
棟
の
向
き
と
形
が
こ
の
土
地
の

古
く
か
ら
の
家
並
み
の
連
続
に
と
っ

て
い
か
に
重
要
に
働
い
て
い
る
か
が

わ
か
り
ま
す
。
こ
の
家
単
独
で
は
な

く
、
こ
の
家
に
連
な
る
住
宅
地
全
体

に
に
気
品
の
あ
る
佇
ま
い
を
も
た
ら

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
唸
ら
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
外
か
ら
は
さ
ほ
ど
大
き

く
感
じ
な
い
穏
や
か
な
こ
の
棟
の
中

に
、
ど
こ
か
大
陸
的
と
感
じ
さ
せ
る

ほ
ど
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
大
ら
か
な

空
間
が
孕
ま
れ
て
い
た
の
も
圧
巻
で
、

大
変
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
合
掌
頂
部

の
カ
ー
ブ
し
た
繋
ぎ
材
も
雰
囲
気
が

あ
り
、
巧
み
に
天
井
を
照
ら
し
出
す

間
接
光
と
併
せ
て
、
大
ス
パ
ン
大
開

口
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
屋
内
空
間

に
柔
ら
か
み
を
与
え
て
い
ま
す
。

建築人2015年1月号掲載

建築人2015年3月号掲載

建
築
人
賞　

竹
中
大
工
道
具
館 

新
館

建
築
人
賞　

大
和
棟
の
家
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建築主／㈱遠藤照明
設　計／㈱日建設計（基本設計・
　　　　意図伝達）・大成建設㈱
施　工／大成建設㈱

建築位置／大阪市中央区
竣工年月／ 2015 年 3 月
用　　途／事務所
構造・規模／ S 造
敷地面積／ 595.32㎡
建築面積／ 497.15㎡
延床面積／ 4,533.63㎡
写　　真／岡本公二

建築人2015年7月号掲載

建築人2015年12月号掲載

建築主／宗教法人西光寺
設　計／㈱コンパス建築工房
施　工／日本建設㈱

建築位置／大阪市阿倍野区
竣工年月／ 2015 年 3 月
用　　途／寺院・庫裏
構造・規模／ RC 造　2 階建
敷地面積／ 384.74㎡
建築面積／ 292.43㎡
延床面積／ 476.86㎡
写　　真／岡田大次郎

設　計／横関正人＋横関万貴子
　　　　／㈲ NEO GEO
施　工／㈱アール・ワン

建築位置／大阪府大阪狭山市
竣工年月／ 2015 年 7 月
用　　途／専用住宅
構造・規模／ W 造　平屋建
敷地面積／ 344.74㎡
建築面積／ 125.60㎡
延床面積／ 116.34㎡
写　　真／絹巻　豊

建
築
人
賞
奨
励
賞　

西
光
寺

建
築
人
賞
奨
励
賞　

Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
堺
筋
ビ
ル

建
築
人
賞
奨
励
賞　

大
野
台
の
家

【
選
評
】

こ
れ
ぞ
大
阪
の
寺
だ
と
感
じ
さ
せ
る
、
痛
快
な
寺
院
建
築
で
す
。
阿
倍

野
の
繁
華
街
に
あ
っ
て
、
異
次
元
の
よ
う
に
凜
と
し
た
空
気
を
感
じ
さ

せ
る
参
道
空
間
が
印
象
的
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
の
力
強
く
素
材

感
も
説
得
力
が
あ
り
ま
す
。
随
所
に
施
さ
れ
た
四
〇
〇
年
の
歴
史
を
物

語
る
古
物
も
、こ
の
建
築
に
深
い
味
わ
い
と
緊
張
感
を
与
え
て
い
ま
す
。

外
か
ら
は
存
在
を
感
じ
さ
せ
な
い
庫
裏
の
つ
く
り
も
巧
み
で
し
た
。

【
選
評
】

照
明
器
具
メ
ー
カ
ー
の
本
社
で
あ
る
こ
と
以
上
に
、
通
り
の
光
環
境
創

造
へ
の
確
固
た
る
意
思
を
感
じ
さ
せ
る
気
概
の
あ
る
建
築
で
す
。
誌
上

で
は
夜
景
の
み
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
黄
昏
時
の
内
外
の
光
の

反
転
す
る
時
間
は
、
刻
々
と
移
り
変
わ
る
表
情
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
外
装
ル
ー
バ
ー
の
僅
か
な
奥
行
き
に
仕
込
ま
れ
た
照
明
や
エ
ア
フ

ロ
ー
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
も
、
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
感
じ
ま
し
た
。

【
選
評
】

狭
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
一
戸
建
て
平
屋
住
宅
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

す
。
周
囲
に
馴
染
ん
だ
こ
の
家
の
表
情
を
変
え
ず
に
、
内
部
を
爽
や
か

に
刷
新
し
た
手
腕
が
見
事
で
す
。
特
に
三
和
土
を
施
し
た
玄
関
か
ら
小

上
が
り
を
経
て
、
キ
ッ
チ
ン
を
中
心
と
し
た
家
族
の
中
心
ス
ペ
ー
ス
に

至
る
空
間
の
光
の
変
化
が
心
地
よ
く
、
一
見
何
気
な
く
見
え
る
白
壁
に

も
質
感
の
変
化
が
あ
り
、
と
て
も
上
品
な
心
地
よ
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

建
築
人 

5
2015

建
築
人 

7
2015

建
築
人

2006－01
創刊号 建

築
人

2006－02 建
築
人

2006－03 建
築
人

2006－04 建
築
人

2006－05 建
築
人

2006－06 建
築
人

2006－07 建
築
人

2006－08

建
築
人

2006－09 建
築
人

2006－10 建
築
人

2006－11 建
築
人

2006－12 建
築
人

2007－01 建
築
人

2007－02 建
築
人

2007－03 建
築
人

2007－04

建
築
人

2007－05 建
築
人

2007－06 建
築
人

2007－07 建
築
人

2007－08 建
築
人

2007－09 建
築
人

2007－10 建
築
人

2007－11 建
築
人

2007－12

建
築
人

2008－01 建
築
人

2008－02 建
築
人

2008－03 建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.526 2008.04

建築士のあり方と建築士法の改正

未来路女性病院

視えなかった自画像
超高層建築の可能性について
制震技術適用における構造設計者の取り組み

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.527 2008.05

改正法と専攻建築士制度との連携

ふんだんな教会

原　　風　　景
千里ニュータウンの再生課題
ニュータウン再生計画モデル試論

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.528 2008.06

資格取得における実務経験について

セブランス・ユ バ 外 科

「 建 築 の つ かまえ方 」
ニュータウン再生計画モデル試論
ニュータウン再生への処方箋

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.529 2008.07

改正建築士法の課題とこれからの建築士像①

ヌリマル APECハウス

建 築 と 写 真
環境共生建築………エコロジカルな学校建築の姿
環境建築のパッシブ型エネルギーフロー設計法

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.530 2008.08

改正建築士法の課題とこれからの建築士像②

PENIEL教会教育館

建 築 の 快 楽
懐 か し い 未 来

クリエイティブなオフィスをつくる

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.531 2008.09

建築士と建築士事務所すなわち資格と業について

釜山地方報勳庁舍

建 築 の 記 憶
高齢者住宅の普及状況と課題

介護老人吹田竜ケ池ホーム・高齢者向け竜ケ池ハウスの計画事例福祉施設　　　　　　　　　　　　　　　　  優良賃貸住宅

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.532 2008.10

新制度 構造設計一級建築士に期待する

五六島を形象化した南区庁舍

心 に 残 る 風 景
構造デザインの可能性

建築デザインとテクノロジーの融合－
“アーキニアリング・デザイン展2008”のめざすもの

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.533 2008.11

建築設備設計技術者の資格について

釜 山 女 性 家 族 開 発 院

建 築 の 構 造 と 光
商業施設のリファイン建築「クイズ溝の口」

再 生 す る 建 築

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.534 2008.12

これからの建築教育 建築士制度改正を見据えて

自然の建築・建築の自然

建 築 と 材 料
高強度・高性能コンクリートの実施例

－The Kitahama Tower－

ひび割れのないコンクリートの造り方／
コンクリートの性質と打設の要点

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.535 2009.01

設計施工一括方式と建築士

文化ゴルモック（路地）

建 築 と 物 語
素材としてのコンクリートの魅力と可能性について
コンクリートの養生／硬化コンクリートの品質確認

（ ま ち ）

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.536 2009.02

改正建築基準法の施行と今後の建築行政について

Gallery 眼 鏡

「 空 虚 な 華 や か さ 」
鉄筋コンクリート構造とは

コンクリート構造物の品質と美観を左右する締固め作業

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.537 2009.03

建築士制度の見直しについて

Rak'nWok（Chinese restaurant）

生 き つ づ け る 建 築
外断熱工法のよりいっそうの普及をはかるには

「外断熱からはじまるマンション選び」

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.538 2009.04

建築士に期待すること：耐震偽装事件をうけて
前川國男自邸－木造モダニズムに託されたもの

安 住 の 家

卒業設計に見るビルディングタイプ
京阪電車中之島線が拓くまちづくり
街のブランディングと中之島の粋（エスプリ）

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.539 2009.05

建築士の覚悟を問う
震災の教訓と建築士の役割

神奈川県立図書館・音楽堂―「一筆書き」の空間構成へ
保健所及び開かれた空間

設計事務所の名前
耐震化の促進に向けて

大地震を受ける超高層建物の被害軽減を目的とした
E-ディフェンス実験

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.540 2009.06

一億総住育のすすめ
聖アンセルモ教会－簡素であることの豊かさ
中小企業職業訓練人力開発センター

日本建築学会賞の受賞年齢
省エネ法の改正概要とこれからの住宅の省エネルギー

日本の常識は世界の非常識

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.541 2009.07

大学院・インターンシップ制度について
旧・井上房一郎邸-レーモンドの空間を今に伝える

釜山広域市東区庁舎

建築における地域格差
ICT化が学校を変える－「スクール・ニューディール構想」の意義と可能性
意匠論－建築と疲労－量を担った技術を考える

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.542 2009.08

これこそ「偽装列島ニッポン」に相応しい建築行政か
大阪新歌舞伎座－村野藤吾の自在なデザインの妙
KONGSBERG Maritime Korea

シュリンクする建築設計業
一般照明用LEDの技術動向
CASBEEと地球温暖化問題

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.543 2009.09

バリアフリー改修と改正建築基準法について
高島屋東京店増築－華麗なる増築デザイン

G カ フ ェ

グーグルで見るモダニズムの巨匠
日常災害と建築デザイン

高齢者の居住の安定確保に関する法律の一部を改正する法律の概要

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.544 2009.10

建築士会としての気概に期待しつつ
北國銀行武蔵ヶ辻支店－初期作品の意味

美 笑 療 養 病 院

どこへ行く？建築家の留学先
適材適所による「ハイブリッド構造」
インスタレーションが示唆するもの

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.545 2009.11

構造設計一級建築士の課題と展望
神奈川県立近代美術館－モダニズム精神の結晶

金明女子高等学校

増加する建築展覧会
集住体デザインの可能性について
住まいの総体が描きだす「建築美」をめざして

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.546 2009.12

制度の上に胡座を構く
旧・飯箸邸̶帰国後の第一作に込められたもの

履 道 斎

どちらに座る？東海道新幹線
伝統的木造構法と現代

身近な文化財を活かすために

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.547 2010.01

建築デザインと地域と建築士
大学セミナー・ハウス－群造形に込められたもの

釜山市中区 青少年文化の家

「良いクライアント」の条件
南海ターミナルビル再生計画 デベロッパーの立場から

南海ターミナルビル再生計画 設計者の立場から

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.548 2010.02

職能としての建築家の役割
国立西洋美術館－ル・コルビュジエが託したもの
バルドロプ（Waldorf）リンゴの木学校

これからの10年間に出る本
新しいデザインの潮流

自然と人がつくる循環する建築

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.549 2010.03

建築士と建築士会がなすべきこと
名護市庁舎－建築の原風景を求めて

抽象的自然－自然的空間

建築学科の人気失墜？
伝統建築を保存する技と知恵

時代を継承し、共鳴し合う小林聖心女子学院校舎群

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.550 2010.04

ウォーターフロント開発の変遷と今後の展望
聖クララ教会－戦後復興の祈りの空間

匠 と 道 具
街の再生、都市の再生－その多様化と仕組み

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

「界」の建築家　石井 修

記憶の建築

No.551 2010.05

－インタビューを振り返って－
広島平和記念資料館－平和をつくる工場

建築と用材－道具と製材の歴史－
引き継いでゆく「水都大阪」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.552 2010.06

水 辺 の 風 景 づ くり の 今
世界平和記念聖堂－時間に耐える祈りの空間

大 工 の 技
マーケット・リサーチによる「太陽光パネル普及推進の光と影」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

No.553 2010.07

遊び心で「余白」をつくろう
戦没学徒を記念する広場－思考の空間を築く

適 材 適 所
イノベーションから見た都市環境のあり方

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.554 2010.08

水都大阪のまちづくりの展望と課題
愛知県立芸術大学－丘の上の原っぱと建築群

工 匠 と 儀 式
上本町YUFURA建設工事（上本町新歌舞伎座ビル）

建
築
人 

12
2015

建築人2015年5月号掲載
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建築主／㈱チュチュアンナ
設　計／㈱安井建築設計事務所
施　工／㈱鴻池組

建築位置／大阪市中央区
竣工年月／ 2015 年 4 月
用　　途／事務所
構造・規模／ S 造
　　　　　　地上 8 階 塔屋 1 階
敷地面積／ 1,574.11㎡
建築面積／ 1,071.43㎡
延床面積／ 5,617.44㎡
写　　真／津田裕之

設　計／㈱ HTA デザイン事務所
施　工／西友建設㈱

建築位置／兵庫県西宮市
竣工年月／ 2015 年 5 月
用　　途／専用住居
敷地面積／ 239.02㎡
建築面積／ 143.57㎡
延床面積／ 282.37㎡
写　　真／母倉知樹

設　計／㈱マニエラ建築設計事務所
施　工／㈱梅田コーポレーション

建築位置／西宮市殿山町
竣工年月／ 2011 年 12 月
用　　途／専用住居
構造設計／玉木建築設計事務所
構造・規模／ RC 造　
敷地面積／ 203.62㎡
建築面積／ 77.46㎡
延床面積／ 158.60㎡
写　　真／松村芳治

建
築
人
賞
佳
作

チ
ュ
チ
ュ
ア
ン
ナ
グ
ル
ー
プ
本
社
ビ
ル

建
築
人
賞
佳
作　

LIGH
T

 SCREEN

建
築
人
賞
佳
作

Rich Com
m

unication H
ouse

建築主／学校法人ひじり学園
設　計／㈲アバクス・アーキテクツ
施　工／松井建設㈱

建築位置／大阪府豊中市
竣工年月／ 2015 年 3 月
用　　途／認定こども園
構造・規模／ S 造　地上 3 階
敷地面積／ 6,036.58㎡
建築面積／ 791.08㎡
延床面積／ 401.82㎡
写　　真／笹倉洋平

建
築
人
賞
佳
作　

認
定
こ
ど
も
園

せ
ん
り
ひ
じ
り
幼
稚
園 

ひ
じ
り
に
じ
い
ろ
保
育
園

【
選
評
】

長
年
に
わ
た
る
施
設
計
画
の
一
環
と
し
て
、
園
舎

の
耐
震
化
に
伴
う
増
築
が
行
わ
れ
た
も
の
で
、
施

主
の
信
頼
に
応
え
る
建
築
家
の
二
人
三
脚
の
仕
事

ぶ
り
を
見
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
園
児
が
回
遊
で

き
る
デ
ッ
キ
は
、
そ
れ
だ
け
で
も
魅
力
的
な
空
間

で
あ
り
、
ま
た
結
果
と
し
て
残
さ
れ
た
園
庭
の
緑

や
畑
、
斜
面
な
ど
が
、
こ
ど
も
園
の
生
活
に
の
び

の
び
と
し
た
雰
囲
気
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

【
選
評
】

と
に
か
く
こ
こ
に
働
く
社
員
の
方
々
が
、
楽
し
そ

う
に
は
つ
ら
つ
と
し
て
い
た
の
が
印
象
に
残
り
ま

す
。
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
と
し
て
は
一
見
不
思
議
な
不

定
型
な
フ
ロ
ア
の
形
を
取
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

変
形
し
た
末
広
が
り
の
形
が
、
と
も
す
る
と
単
調

に
な
り
が
ち
な
執
務
空
間
に
メ
リ
ハ
リ
を
生
ん
で

い
て
、
社
員
の
働
き
心
地
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
促
進
に
貢
献
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

【
選
評
】

実
際
に
訪
れ
て
家
の
前
の
斜
面
地
の
変
形
三
叉
路

に
建
っ
て
み
る
と
、
こ
の
家
の
カ
ー
ブ
す
る
美
し

い
花
ブ
ロ
ッ
ク
の
ス
ク
リ
ー
ン
が
と
て
も
必
然
的

に
思
え
ま
す
。
特
に
坂
道
の
下
方
か
ら
見
上
げ
る

時
、
隣
近
所
と
は
デ
ザ
イ
ン
モ
チ
ー
フ
は
対
比
的

で
あ
り
な
が
ら
も
、
不
思
議
に
周
囲
の
空
間
の
流

れ
に
溶
け
こ
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
て
、
こ
の
デ

ザ
イ
ン
の
強
い
説
得
力
を
感
じ
ま
し
た
。

【
選
評
】

こ
の
家
は
と
に
か
く
楽
し
く
、
幸
福
感
に
満
ち
た
住

宅
で
し
た
。
既
存
住
宅
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す

が
、
イ
ン
テ
リ
ア
は
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ
改
修
が
な

さ
れ
て
、
ま
っ
た
く
別
次
元
の
も
の
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。
よ
く
ぞ
こ
の
可
能
性
を
見
抜
い
た
も
の

だ
と
敬
服
し
ま
す
。
随
所
に
使
わ
れ
た
ラ
ウ
ン
ド

コ
ー
ナ
ー
も
効
い
て
い
て
、
吹
き
抜
け
を
介
し
た
内

部
空
間
が
や
さ
し
く
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
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Gallery 建築作品紹介 設計・監理：大阪市都市整備局公共建築部企画設計課、日建設計
施工（建築）： 淺沼・中林特定建設工事共同企業体

所 在 地：大阪市城東区
用　　途：区役所、区民センター
　　　　　（区民ホール）、図書館、
　　　　　老人福祉センター
竣　　工：2016.03
構造規模：SRC・RC・S 造

本施設は区役所、保健福祉センター、区民センター、図
書館、老人福祉センターから構成される。区役所に見え
ない親しみやすさ、800 人のホールがあるように見えな
い外観など、「らしくない」建築をめざした。縦動線は
隣接する蒲生公園に面した建物中央に集約。さらに公園
からも各階にアクセス可能な屋外階段、テラスを設け、
お年寄りから小さな子供の偶発的な出会いと交流の場と
するとともに目的以外の施設利用を促す計画とした。デ
ザインテーマは「環境の見える化」と城東らしさ。「音
楽のまち」をテーマとする区の施設らしく音符や鍵盤を
デザインモチーフに、区の花「モクレン」「コスモス」
のイメージを色彩計画にとりいれた。

　　　　　地下 1 階、地上 4 階
敷地面積：6,534.20㎡
建築面積：5,367.95㎡
延床面積：15,820.78㎡
写　　真：エスエス大阪
　　　　　近代建築社
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Gallery 建築作品紹介 城東区複合施設
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Gallery 建築作品紹介 月の輪学院 設計：二井清治建築研究所
施工：安部工務店

建 築 主：社会福祉法人
　　　　　月の輪学院
所 在 地：大阪府寝屋川市
用　　途：児童福祉施設等
竣　　工：2016.03
構造規模：鉄骨造 3階建
敷地面積：1169.07㎡
建築面積：546.07㎡
延床面積：1380.32㎡
写　　真：松村芳治

主に知的障害をもつ子どもの入所施設である。老朽化による建替えを機
に、全体を 6 つのユニットに分け、6 ～ 8 名の暮らしを実現した。1 階に
事務管理、交流ホールを設け、2・3 階を子どもたちの生活空間としている。
ユニットにはそれぞれ食堂・居間、トイレ、洗面を設け、浴室は複数での
入浴と個浴を選択できるよう計画した。個室を中心に、2 人部屋、4 人部
屋があり入所児童の年齢や状況に応じて使い分けられる。また、ユニット
の間にスタッフルームを設けて職員の情報共有と協力体制を確保している。
安全で居心地のよい空間を作るため、部屋の配置、扉や窓の素材・形状に
配慮し、自然光と風を取り入れ、木のぬくもりを感じるしつらえを心がけた。
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

東
京
都
二
三
区
の
中
で
最
多
と
な
る
約
九
〇
万

人
が
暮
ら
す
世
田
谷
区
で
は
、
こ
こ
数
年
来
、
区

庁
舎
の
建
替
え
を
め
ぐ
る
議
論
が
続
い
て
い
る
。

竣
工
か
ら
半
世
紀
が
経
過
し
、
老
朽
化
と
耐
震
性

へ
の
不
安
か
ら
、
全
面
建
替
え
を
求
め
る
声
が
高

ま
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
隣
接
す
る
区
民

会
館
と
共
に
前
川
國
男
が
手
が
け
、
広
場
を
中
心

と
す
る
郊
外
型
公
共
施
設
の
あ
り
方
を
先
駆
的
に

示
し
た
好
例
と
し
て
評
価
も
高
い
。
こ
の
た
め
、

日
本
建
築
学
会
や
日
本
建
築
家
協
会
な
ど
か
ら
保

存
要
望
書
が
相
継
い
で
出
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で

こ
こ
で
は
、
こ
の
建
物
に
込
め
ら
れ
た
も
の
と
は

何
か
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
区
民
会
館
と
区
庁
舎
は
、
一
九
五
七
年
に

行
わ
れ
た
日
建
設
計
、
佐
藤
武
夫
、
山
下
寿
郎
、

前
川
國
男
の
四
者
に
よ
る
区
庁
舎
と
し
て
初
の
指

名
設
計
競
技
に
よ
っ
て
前
川
案
が
選
ば
れ
て
建
設

さ
れ
た
。
前
川
の
下
で
設
計
を
担
当
し
た
鬼
頭
梓

の
記
し
た
次
の
文
章
か
ら
は
、
東
京
が
直
面
し
て

い
た
都
市
の
現
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　
﹁
東
京
が
巨
大
な
村
落
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
そ
れ
は
一
つ
の
都
会
と
し
て
の
有
機

的
な
内
容
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
都
心
が
、
密
集

す
る
高
層
ビ
ル
と
自
動
車
の
氾
濫
に
よ
っ
て
、
そ

の
機
能
が
麻
痺
し
始
め
て
い
る
時
に
、
そ
の
郊
外

の
住
宅
地
は
、平
面
的
に
無
限
に
拡
が
り
な
が
ら
、

小
さ
な
庭
と
小
さ
な
木
造
住
宅
に
よ
っ
て
埋
め
つ

く
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。︵
中
略
︶
そ
の
中
で

人
々
は
狭
い
殻
に
閉
じ
こ
も
っ
て
、
孤
独
の
生
活

を
細
々
と
守
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
無
数
の
矛

盾
を
は
ら
み
な
が
ら
、
し
か
も
今
の
東
京
に
は
未

だ
健
康
な
幸
福
な
都
会
生
活
へ
の
イ
メ
ー
ジ
す
ら

存
在
し
て
い
な
い
。
そ
こ
に
は
、
そ
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
を
育
て
る
よ
う
な
共
通
の
意
識
、
連
帯
感

が
そ
も
そ
も
存
在
し
て
い
な
い
︵
中
略
︶
こ
の
よ

う
な
中
で
、
世
田
谷
の
区
民
会
館
と
い
う
、
本
来

人
々
の
幸
福
に
連
な
る
筈
の
公
共
施
設
の
設
計
を

委
嘱
さ
れ
た
と
き
、
私
た
ち
は
強
い
意
欲
を
い
だ

く
と
同
時
に
、
何
を
手
掛
り
と
し
て
こ
の
設
計
を

進
め
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
に
苦
し
ん
だ
。﹂︵
鬼

頭
梓
﹁
区
民
会
館
の
設
計
で
考
え
た
こ
と
﹂﹃
建

築
文
化
﹄
一
九
五
八
年
六
月
号
︶

　

こ
の
文
章
に
あ
る
よ
う
に
、
高
度
経
済
成
長
期

に
突
入
し
た
当
時
の
東
京
で
は
、
人
口
集
中
が
急

速
に
進
み
、
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
や
交
通
渋
滞
と
い
っ

た
軋
み
が
起
き
始
め
て
い
た
。
そ
ん
な
中
、
身
近

な
場
所
に
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
公
共
的
な
空

間
が
切
望
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
敷
地
は
松
陰
神
社

や
豪
徳
寺
に
程
近
い
閑
静
な
住
宅
地
の
一
角
に
あ

る
。こ
こ
に
地
域
の
核
と
な
る
集
会
室
や
展
示
室
、

結
婚
式
場
な
ど
か
ら
な
る
公
会
堂
と
、
一
三
〇
〇

人
を
収
容
す
る
本
格
的
な
舞
台
を
持
つ
劇
場
、
区

庁
舎
が
計
画
さ
れ
た
。
ま
た
、
実
は
、
敷
地
の
大

半
は
あ
る
一
人
の
地
主
か
ら
の
寄
贈
で
あ
り
、
建

設
費
も
地
元
民
の
寄
付
金
を
元
に
地
道
な
積
み
立

て
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
と
い
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
う
し
た
時
代
背
景
と
人
々
の
期
待
を
前
に
、
鬼

頭
は
、
竣
工
後
、
こ
の
建
物
で
何
を
目
指
し
た
の

か
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
た
の
で
あ
る
。

　
﹁
親
し
み
や
す
い
空
間
を
創
り
た
い
。
ち
ょ
う

ど
四
年
前
、
は
じ
め
て
こ
の
設
計
に
手
を
つ
け

た
時
、
最
初
に
思
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。︵
中
略
︶

前
面
道
路
か
ら
裏
側
ま
で
連
な
る
広
場
、
そ
の
中

途
に
お
か
れ
た
ピ
ロ
テ
ィ
ー
の
右
に
庁
舎
、
左
に

区
民
会
館
の
入
口
と
い
う
配
置
は
、
い
わ
ば
、
道

路
に
囲
ま
れ
た
広
場
の
一
隅
に
ホ
ワ
イ
エ
、
一
隅

に
役
所
の
カ
ウ
ン
タ
ー
を
お
く
と
い
っ
た
気
持

だ
っ
た
。︵
中
略
︶
市
民
の
生
活
の
場
に
連
な
る

空
間
を
主
体
と
し
て
考
え
、
そ
の
空
間
を
創
り
出

す
も
の
と
し
て
区
民
会
館
と
区
庁
舎
が
置
か
れ
た

と
い
っ
て
も
よ
い
と
思
う
。
道
路
が
ひ
ろ
が
り
、

ふ
く
れ
あ
が
り
、
の
び
て
い
っ
て
広
場
と
な
り
、

ま
た
道
路
へ
と
連
な
っ
て
ゆ
く
。
二
つ
の
建
物
と

ピ
ロ
テ
ィ
ー
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、
欅
と
灌
木
に

囲
ま
れ
、ベ
ン
チ
の
お
か
れ
た
そ
の
広
場
を
、人
々

は
通
り
抜
け
、
吹
き
溜
り
の
よ
う
に
あ
ち
こ
ち
に

溜
り
、
子
供
は
遊
び
ま
わ
る
。
区
役
所
や
区
民
会

館
に
来
る
人
た
ち
と
、
直
接
関
係
の
な
い
こ
ん
な

こ
と
が
、
い
か
に
も
大
切
な
こ
と
に
お
も
え
て
く

る
の
で
あ
る
。﹂︵
鬼
頭
梓
﹁
配
置
計
画
の
こ
と
な

ど
﹂﹃
建
築
文
化
﹄
一
九
六
一
年
五
月
号
︶

　

こ
う
し
て
、
区
の
樹
木
で
あ
る
欅
の
植
え
ら
れ

た
前
面
道
路
側
の
前
庭
か
ら
、
二
階
建
て
の
公
民

館
の
下
に
設
け
ら
れ
た
ピ
ロ
テ
ィ
を
く
ぐ
る
と
、

折
版
構
造
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
の
荒
々
し
い

表
情
の
外
壁
を
背
景
に
中
庭
的
な
広
場
が
ひ
ろ
が

る
独
特
な
外
部
空
間
の
構
成
が
生
み
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
公
民
館
に
は
水
平
に
伸
び
る
大
き
な
庇
が

設
け
ら
れ
、
建
物
の
周
囲
に
は
区
庁
舎
も
含
め
て

バ
ル
コ
ニ
ー
や
外
部
階
段
も
廻
ら
さ
れ
て
、
回
遊

性
の
あ
る
公
共
空
間
が
創
り
出
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
当
時
の
職
人
た
ち
の
手
仕
事
の
跡
を
如
実

に
映
し
出
す
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
空
間
の
す
べ
て
を

造
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
骨
格
の
逞
し
さ
と
素
朴
な

表
情
を
持
つ
建
築
が
目
指
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
建
物
に
は
、
前
川
が
一
九
五
一

年
に
丹
下
健
三
や
吉
阪
隆
正
ら
と
参
加
し
て
師
の

ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
と
の
再
会
を
果
た
し
た
、
ロ

ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
八
回
近
代
建
築
国
際
会

議
︵CIA

M

︶
の
﹁
都
市
の
コ
ア
﹂
と
い
う
テ
ー

マ
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
合
理
的

で
機
能
的
な
近
代
建
築
の
追
求
だ
け
で
は
居
心
地

の
良
い
都
市
は
実
現
で
き
ず
、
そ
こ
に
核
と
な
る

広
場
的
な
公
共
空
間
を
組
み
込
む
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
視
点
を
前
川
は
日
本
へ
持
ち
帰
り
、

自
ら
実
践
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

時
は
流
れ
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
親
し
み

や
す
い
空
間
を
切
望
し
た
人
々
と
そ
れ
に
応
え
よ

う
と
努
力
し
た
設
計
者
の
思
い
は
忘
れ
去
ら
れ
て

し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
こ
こ
か
ら
は
公
共
性
と

は
何
か
に
応
え
る
質
が
今
も
発
信
さ
れ
て
い
る
。

ある日の広場の情景

世田谷区民会館・区庁舎  1959・60年
都市のコアに託された情景

記憶の建築
松隈　洋
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連
載
　
建
築
の
射
程
第
40
回

「関わり続ける」ことから生まれる地域との協働による
まちづくりの実践
植地　惇
関西大学佐治スタジオ　室長　1990 年三重県生まれ。関西大学建築学科入学当時から、同大学が兵庫県丹波市青垣町に構える関西大学佐治ス
タジオの活動に積極的に参加。2015 年に関西大学博士課程前期修了。同年、関西大学佐治スタジオの研究員となり、2016 年より現職。
現在は関西大学と佐治を行き来しつつ、大学生や地域の方々と協働し、丹波市内各地で様々な活動に取り組んでいる。

先月の篠山のまちづくりに引き続き、今月は丹波市の佐治地区での取り組みを紹介します。10 年に及ぶ着
実な活動を、関西大学佐治スタジオの植地惇さんにご紹介いただきました。当初の関西大学の学生活動を
主体とした取り組みが、地域に浸透していく様子がよく理解できます。

け
た
取
り
組
み
を
実
践
す
る
体
制
が
整
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
同
年
十
月
に
は
文
部
科
学
省

平
成
十
九
年
度
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
︵
現
代
Ｇ
Ｐ
︶︵
平
成
十
九
～

二
十
一
年
度
︶
に
採
択
さ
れ
﹁
関
わ
り
続
け
る

定
住
の
カ
タ
チ
﹂
と
﹁
二
十
一
世
紀
型
の
故
郷

づ
く
り
﹂
を
テ
ー
マ
に
農
山
村
集
落
の
地
域
再

生
へ
向
け
た
取
り
組
み
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま

し
た
。
本
取
り
組
み
で
は
﹁
関
西
大
学
佐
治
ス

タ
ジ
オ
﹂
と
同
地
区
に
あ
る
﹁
本
町
の
家
﹂
の

二
軒
の
空
き
家
の
改
修
事
業
や
様
々
な
交
流
事

業
を
展
開
さ
せ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、﹁
関
わ
り
続
け
る
定
住
の
カ
タ
チ
﹂

と
は
、
大
学
が
関
わ
り
続
け
る
こ
と
で
、
毎
年

沢
山
の
学
生
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
地
域
に
関

わ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
つ
ま
り
、
定
住
す
る
人
が
増
え
る
わ
け
で

は
な
い
で
す
が
、
丹
波
市
に
関
わ
る
人
口
﹁
交

流
人
口
﹂
が
増
え
て
い
き
、
過
疎
化
に
悩
む
地

域
に
新
し
い
﹁
定
住
の
カ
タ
チ
﹂
を
生
み
出
す

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
は
丹
波
の
よ
う
な
豊
か
な
山
河

に
囲
ま
れ
た
故
郷
を
持
っ
て
い
な
い
人
が
多
く

い
ま
す
。
そ
ん
な
学
生
達
に
と
っ
て
、
丹
波
に

関
わ
り
続
け
る
こ
と
で
、﹁
新
し
い
故
郷
﹂﹁
第

二
の
故
郷
﹂
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま

し
た
。

空
き
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て

地
域
環
境
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

　

現
代
Ｇ
Ｐ
の
事
業
と
し
て
﹁
空
き
家
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
地
元
大
工
の

指
導
支
援
を
受
け
て
大
学
生
が
主
体
的
に
、
空

き
家
改
修
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
空
き
家
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
私
た
ち
が
重
視
し
て

い
る
改
修
手
法
を
紹
介
し
ま
す
。

•
﹁
作
り
な
が
ら
考
え
る
﹂

設
計
図
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
職
人
や
建
築

の
専
門
家
、
地
域
住
民
と
共
に
現
場
で
考
え
、

議
論
を
積
み
重
ね
な
が
ら
作
っ
て
い
き
ま
す
。

•
﹁
小
さ
く
、
簡
単
な
改
修
手
法
﹂

地
元
の
木
材
を
使
い
、
地
域
の
方
々
が
真
似
で

き
る
改
修
事
例
を
目
指
し
ま
す
。

•
﹁
豊
富
な
森
林
資
源
を
活
か
す
﹂

森
林
資
源
の
豊
富
な
地
域
特
性
を
活
か
し
、
地

元
産
材
を
用
い
た
改
修
手
法
を
実
践
し
ま
す
。

•
﹁
現
場
を
常
に
地
域
に
対
し
て
開
く
﹂

地
域
の
方
々
が
現
場
に
入
り
見
学
や
意
見
交
換

が
出
来
る
だ
け
で
な
く
、
定
期
的
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
見
学
会
な
ど
を
企
画
し
地
域
と
交

流
し
つ
つ
改
修
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
一
軒
の
空
き
家
を
改
修
す
る
こ

と
だ
け
を
目
的
と
せ
ず
に
、
空
き
家
改
修
の
プ

ロ
セ
ス
に
多
様
な
主
体
が
参
加
し
協
働
す
る
仕

組
み
作
り
や
デ
ザ
イ
ン
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
多
様
な
主
体
と
協
働
す
る
事
で
地
域
の

中
で
空
き
家
改
修
や
デ
ザ
イ
ン
に
対
す
る
理
解

を
得
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
本
町
の
家
で
は
、
襖
を
修
繕
す
る

際
に
、
地
元
の
表
具
師
と
学
生
が
協
働
し
て
改

修
に
関
わ
り
ま
し
た
。

　

学
生
に
ご
指
導
頂
い
た
表
具
師
・
太
田
檜
雲

堂
の
太
田
嘉
久
氏
は
﹁
私
は
経
験
か
ら
、
安
定

し
た
デ
ザ
イ
ン
や
定
番
の
形
を
考
え
ま
す
。
し

か
し
、
学
生
は
、
伝
統
工
法
を
柔
軟
に
解
釈
し

提
案
す
る
の
で
、
今
ま
で
と
違
う
目
線
を
手
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
改
修
し
て

く
れ
た
物
が
実
際
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
、
自

分
の
仕
事
を
改
め
て
誇
り
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。﹂
と
語
る
。

　

ま
た
研
究
室
に
所
属
す
る
学
生
の
竹
谷
龍
馬

氏
は
﹁
実
際
に
改
修
の
経
験
を
積
む
こ
と
で
、

大
学
の
課
題
に
取
り
組
む
際
に
漠
然
と
提
案
を

考
え
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
中
で
納
得
し
な

が
ら
提
案
を
考
え
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

農
山
村
集
落
に
お
け
る
地
域
再
生

　

我
々
が
活
動
の
拠
点
に
し
て
い
る
関
西
大
学

佐
治
ス
タ
ジ
オ
は
兵
庫
県
の
中
東
部
に
位
置
す

る
丹
波
市
青
垣
町
佐
治
の
町
に
あ
り
ま
す
。
青

垣
町
は
、
周
囲
を
山
々
に
囲
ま
れ
た
、
人
口
約

六
千
二
百
人
の
町
で
、
そ
の
中
心
部
に
佐
治
の

町
は
位
置
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
は
京
都
や

大
阪
と
山
陰
地
方
を
結
ぶ
宿
場
町
と
し
て
隆
盛

を
極
め
、
現
在
も
街
道
に
沿
っ
て
妻
入
り
の
町

家
が
多
く
立
ち
並
ぶ
町
並
み
は
美
し
く
、
当
時

の
面
影
を
色
濃
く
残
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
人
口
減
少
や
空
き
家
の
増
加
に
伴

い
、
美
し
い
町
並
み
の
喪
失
や
山
、
田
畑
の
荒

廃
、
交
流
機
会
の
減
少
と
い
っ
た
様
々
な
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し

て
、
十
年
に
渡
り
、
関
西
大
学
、
丹
波
市
、
関

西
大
学
建
築
環
境
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
︵
以
下
：

研
究
室
︶、
関
西
大
学
佐
治
ス
タ
ジ
オ
︵
以
下
、

佐
治
ス
タ
ジ
オ
︶、空
き
家
活
用
サ
ー
ク
ル
﹁
佐

治
倶
楽
部
﹂、
地
域
住
民
が
関
わ
り
続
け
る
定

住
の
カ
タ
チ
を
実
践
す
る
中
で
、
ど
の
よ
う
に

農
山
村
集
落
の
地
域
再
生
に
取
り
組
ん
で
来
た

の
か
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
関
わ
り
続
け
る
定
住
の
カ
タ
チ
」

　

平
成
十
八
年
に
佐
治
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
た

日
本
建
築
学
会
近
畿
支
部
設
計
競
技
﹁
シ
ナ
リ

オ
丹
波
﹂
に
お
い
て
、
当
時
の
研
究
室
に
所
属

す
る
学
生
グ
ル
ー
プ
の
提
案
が
丹
波
市
長
賞
を

受
賞
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
我
々
の
活

動
が
動
き
出
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
佐
治
に
滞
在
し
活
動
す
る
拠
点
を
設

け
る
た
め
、
平
成
十
九
年
七
月
に
佐
治
の
町
内

の
街
道
に
面
し
た
空
き
家
を
借
り
、
関
西
大
学

佐
治
ス
タ
ジ
オ
を
開
設
し
ま
し
た
。
そ
し
て
同

月
、
関
西
大
学
と
丹
波
市
が
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
包
括
的
な
連
携
協
定
を
締
結
し
、
大
学
と

行
政
、
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
再
生
に
向
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ま
た
、
経
験
を
積
む
こ
と
で
、
将
来
に
対
し
て

視
野
が
広
が
り
、
改
修
を
扱
う
よ
う
な
仕
事
に

就
職
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。﹂

　

学
生
に
と
っ
て
は
大
学
の
座
学
だ
け
で
は
学

ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
実
践
的
に
学
べ
る

場
と
な
り
、
職
人
や
住
民
の
方
に
と
っ
て
は
普

段
の
仕
事
の
中
で
は
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い

新
し
い
刺
激
・
価
値
観
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
よ

う
で
す
。

　

そ
し
て
、
昨
年
度
に
は
佐
治
の
町
中
で
丹
波

市
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
三
軒
目
の
空
き
家

﹁
衣
川
會
舘
﹂
を
改
修
し
、
三
月
に
オ
ー
プ
ン

を
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
も
二
軒
同
様
の
コ
ン
セ

プ
ト
の
も
と
、
改
修
を
進
め
ま
し
た
。

　

私
は
改
修
期
間
中
、
ほ
ぼ
毎
日
、
現
場
に
常

駐
し
、
大
学
生
の
空
き
家
改
修
作
業
の
補
助
や

職
人
と
の
調
整
作
業
な
ど
に
関
わ
り
ま
し
た
。

三
軒
目
の
改
修
と
い
う
事
も
あ
り
、
改
修
中
に

﹁
ど
ん
な
作
業
し
て
い
る
ん
や
？
﹂
と
か
﹁
こ

こ
は
こ
う
し
て
ほ
し
い
な
ぁ
﹂と
言
い
な
が
ら
、

衣
川
會
舘
に
様
々
な
人
が
訪
れ
、
声
を
掛
け
て

く
れ
ま
し
た
。
十
年
間
に
渡
る
継
続
的
な
活
動

の
中
で
、
空
き
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る

我
々
の
考
え
方
が
地
域
の
中
に
浸
透
し
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

地
域
が
主
体
的
に
空
き
家
を
再
生
し
て
い

く
仕
組
み
作
り
。佐
治
倶
楽
部
の
設
立
へ

　

現
代
Ｇ
Ｐ
の
事
業
と
並
行
し
て
、﹁
大
学
に

頼
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
空

き
家
を
活
用
し
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
﹂
と

い
う
想
い
か
ら
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
空
き

家
を
活
用
す
る
仕
組
み
を
検
討
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
平
成
二
十
三
年
一
月
に
住
民
主

体
に
よ
る
、
大
学
と
協
働
し
な
が
ら
空
き
家
の

維
持
管
理
・
活
用
を
実
践
し
て
い
く
サ
ー
ク
ル

﹁
佐
治
倶
楽
部
﹂
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
佐
治

倶
楽
部
の
会
員
︵
年
会
費
三
千
円
︶
は
現
在
約

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
地
域
の
お
祭
り
に
参

加
し
た
り
、
Ｍ
Ａ
Ｐ
づ
く
り
等
、
様
々
な
取
組

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
事
に
つ
い
て
、
現
在
、
佐
治
ス
タ
ジ
オ

の
研
究
員
で
あ
り
、
学
生
の
時
か
ら
様
々
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て
い
た
関
谷
大
志
朗
氏

は
佐
治
ス
タ
ジ
オ
に
つ
い
て
﹁
十
年
の
間
に
、

活
動
は
他
地
域
他
分
野
に
ま
で
広
が
り
を
み
せ

て
い
ま
す
。
地
域
内
で
は
地
域
行
事
へ
の
参
加

や
、
地
元
高
校
生
と
の
連
携
な
ど
。
他
地
域
で

は
、
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど
。
さ
ら
に
研
究
室
で

は
、
空
間
本
来
の
魅
力
を
引
き
出
す
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
や
関
わ
り
続
け
る
と
い
う
考
え
方
が
、

他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。 

僕
は﹁
関
わ
り
続
け
る
﹂一
連
の
活
動
を
、

森
が
で
き
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
と
重
ね
て
捉
え
て

い
ま
す
。
関
わ
り
続
け
る
と
い
う
考
え
方
の
種

を
蒔
き
続
け
、
成
長
し
た
樹
木
の
周
り
に
は
動

植
物
が
集
ま
り
一
つ
の
環
境
を
作
る
。
そ
の
樹

木
が
種
を
飛
ば
し
、
種
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に

合
わ
せ
て
育
っ
て
い
く
⋮
。
そ
ん
な
ふ
う
に
時

間
を
か
け
て
環
境
を
整
え
ら
れ
る
こ
と
が
﹁
関

わ
り
続
け
る
﹂
活
動
の
良
さ
だ
と
思
い
ま
す
。﹂

と
語
る
。

関
わ
り
続
け
る
と
い
う
定
住
の
カ
タ
チ
が

デ
ザ
イ
ン
す
る
未
来

　

我
々
の
活
動
は
関
わ
り
続
け
て
十
一
年
目
と

な
り
ま
し
た
。
私
は
本
年
度
か
ら
佐
治
ス
タ
ジ

オ
の
室
長
と
な
り
、
地
域
再
生
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
私
は
地
域
再
生
に
大
事
な
事
は
簡
単

に
答
え
を
出
そ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
長
期

的
な
信
頼
関
係
を
築
く
中
で
地
域
の
方
々
と
協

働
し
な
が
ら
地
域
の
大
き
な
環
境
や
暮
ら
し
を

一
緒
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
地
域
再
生
に
と
っ
て

必
要
な
事
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

五
十
名
で
、
会
員
に
な
る
と
、
前
述
の
空
き
家

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
改
修
し
た
空

き
家
を
自
由
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
日

の
み
の
カ
フ
ェ
や
月
１
の
お
花
屋
等
の
お
試
し

営
業
か
ら
趣
味
や
特
技
を
活
か
し
た
教
室
ご
と

な
ど
﹁
暮
ら
し
を
楽
し
く
元
気
に
す
る
﹂
様
々

な
活
動
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
同
会
の
財
源
は
会
員
の
年
会
費
や
協
賛
金
、

施
設
の
使
用
料
、
空
き
家
を
活
用
し
た
収
益
事

業
等
で
賄
わ
れ
、
自
立
し
た
運
営
を
目
指
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

佐
治
に
住
む
同
会
会
長
の
足
立
成
人
氏
は
佐

治
倶
楽
部
に
つ
い
て
﹁
佐
治
倶
楽
部
の
会
員
に

は
誰
で
も
な
る
こ
と
が
で
き
、
実
際
に
芦
屋
や

大
阪
に
会
員
が
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
佐
治
の
人

と
都
市
部
の
人
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
れ
ま
す
。

な
の
で
同
会
の
活
動
は
佐
治
だ
け
の
も
の
で
は

な
く
、
佐
治
と
都
市
を
結
び
、
お
互
い
に
と
っ

て
相
乗
効
果
を
生
み
出
す
よ
う
な
団
体
に
な
っ

て
ほ
し
い
。﹂
と
語
る
。

　

ま
た
、
同
会
会
員
の
関
美
絵
子
氏
は
﹁
私
は

Ｉ
タ
ー
ン
で
佐
治
倶
楽
部
の
他
に
も
様
々
な
会

に
出
席
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
佐
治
倶
楽
部

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
出
席
す
る
と
、
出
席
者
の

ほ
と
ん
ど
が
、
元
々
青
垣
に
住
ん
で
い
る
人
と

い
う
こ
と
に
驚
き
ま
す
。
そ
れ
だ
け
、
地
域
に

密
着
し
な
が
ら
、
活
動
を
継
続
し
て
い
る
こ
と

が
す
ご
い
で
す
。﹂
と
語
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
同
会
で
は
佐
治
で
地
域
の
人
々

や
佐
治
を
想
っ
て
く
れ
て
い
る
様
々
な
人
と
共

に
空
き
家
を
活
か
し
て
活
動
で
き
る
場
や
仕
組

み
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

「
関
わ
り
続
け
る
定
住
の
カ
タ
チ
」の
展
開

　

関
わ
り
続
け
る
定
住
の
カ
タ
チ
は
、
丹
波
市

内
外
で
様
々
な
展
開
を
見
せ
、
我
々
の
活
動
は

多
岐
に
渡
り
、
他
地
域
へ
派
生
効
果
を
生
み
出

佐治倶楽部の総会の様子 専門家の方に指導してもらう 山の頂上から見た青垣町佐の風景
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『
今
、
自
治
体
の
ア
ツ
イ
と
こ
っ
！
』

文　
　

福
永　

利
尚

誰
も
が
住
ん
で
み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た 

阪
南
市

〇
は
じ
め
に

　

阪
南
市
は
、
大
阪
府
南
部
に
位
置
し
た
、
人

口
約
五
六
〇
〇
〇
人
の
小
さ
な
市
で
す
。
北
は

大
阪
湾
に
面
し
、
南
は
和
泉
山
脈
が
あ
り
、
大

阪
府
内
で
は
唯
一
海
浜
部
と
山
間
部
が
近
接
し

て
い
て
、
丘
陵
地
な
ど
か
ら
は
、
関
西
国
際
空

港
や
淡
路
島
、
遠
く
は
明
石
大
橋
な
ど
が
望
め

ま
す
。
市
域
は
東
西
に
八
．五
㎞
、
南
北
に
六
．

八
㎞
、
面
積
が
約
三
六
．一
七
㎢
で
す
。
大
阪

市
の
中
心
部
か
ら
約
四
五
㎞
の
距
離
に
あ
り
、

交
通
の
面
で
は
南
海
電
鉄
、
Ｊ
Ｒ
、
道
路
で
は

第
二
阪
和
国
道
二
六
号
線
が
大
阪
や
和
歌
山
を

結
ん
で
い
ま
す
。

　

自
然
に
富
ん
だ
阪
南
市
で
は
四
季
折
々
の
楽

し
み
が
あ
り
ま
す
。

　

春
は
見
事
な
桜
並
木
の
山
中
渓
、
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
や
海
水
浴
客
で
に
ぎ
わ
う
白
い
砂
浜
の

箱
作
海
水
浴

場
︵
ぴ
ち
ぴ

ち
ビ
ー
チ
︶、

秋
は
や
ぐ
ら

が
波
太
神
社

の
石
段
を
一

気
に
駆
け
上

が
る
勇
壮
な

秋
祭
り
、
冬

は
、
澄
ん
だ

空
気
の
中
、

六
甲
山
系
や

明
石
大
橋
、
淡
路
島
を
一
望
出
来
る
銀
の
峰
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
と
こ
ろ
が
阪
南
市
の
観
光
の
魅
力

で
す
。

　

暮
ら
し
の
面
で
は
、
街
頭
犯
罪
総
数
は
大
阪

府
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
低
さ
を
誇
り
、
ま

た
、
自
然
災
害
の
津
波
に
つ
い
て
も
地
震
発
生

時
の
浸
水
予
想
が
比
較
的
少
な
い
と
予
想
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
と
こ
ろ
が

魅
力
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、市
長
が
打
ち
出
し
た
政
策
の
内
、

建
築
職
の
私
が
こ
の
数
年
携
わ
っ
た
計
画
や
営

繕
部
局
が
関
わ
っ
た
も
の
を
中
心
に
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
生
涯
に
わ
た
り
学
び
、

　
　
　
地
域
に
還
元
で
き
る
ま
ち

︵
学
校
施
設
︶

　

阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
、
建
築
物
の
耐
震

化
が
全
国
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
本
市
の

学
校
施
設
は
、
予
算
の
関
係
等
で
進
み
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

平
成
一
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
本
市
に
お

い
て
も
少
子
高
齢
化
の
影
響
を
受
け
、
児
童
・

生
徒
数
が
小
学
校
は
ピ
ー
ク
時
の
約
六
〇
％
ま

で
減
少
、
全
て
の
学
年
で
単
一
学
級
の
学
校
が

あ
ら
わ
れ
、
教
育
の
向
上
を
目
指
し
、
よ
り
良

い
教
育
環
境
を
整
備
し
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
平
成
十
八
年
度
に
阪
南
市

小
中
学
校
整
理
統
合
・
整
備
計
画
が
作
成
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
は
同
時
に
耐
震
化
や
大

規
模
改
修
の
計
画
が
謳
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
二
年
度
に
一
つ
の
中
学
校
の
改
築
か

ら
始
ま
り
、
分
校
を
含
め
十
二
校
あ
っ
た
小
学

校
は
来
年
度
で
八
校
に
な
り
、
耐
震
化
と
大
規

模
改
修
が
完
了
し
ま
す
。
中
学
校
の
整
理
統
合

は
ま
だ
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
廃
校
対
象
校
を

除
き
耐
震
化
が
行
わ
れ
、
平
成
二
七
年
度
で
耐

震
化
が
完
了
し
ま
し
た
。

〇
い
つ
ま
で
も
安
全
に
、

　
　
　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

︵
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
︶

　

新
耐
震
構
造
で
は
な
い
市
役
所
庁
舎
の
補
完

機
能
と
し
て
、
災
害
時
の
災
害
対
策
本
部
が
機

能
で
き
る
部
屋
を
つ
く
り
、
災
害
救
援
物
資
の

備
蓄
倉
庫
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
や
防
災
拠
点
と

し
て
の
活
用
を
可
能
に
す
る
た
め
、
市
庁
舎
に

隣
接
す
る
新
耐
震
構
造
の
民
間
ビ
ル
を
購
入
し

大
規
模
改
修
工
事
を
行
い
用
途
変
更
し
ま
し
た
。

　

平
時
は
、
防
災
意
識
向
上
の
た
め
の
資
料
展

示
や
情
報
発
信
基
地
、
防
災
講
演
会
の
開
催
や

自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
な
ど
、安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
施
設
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
研
修
室
の
空
き
時
間
を
利
用
し
て

健
康
づ
く
り
な
ど
の
講
習
会
を
開
催
す
る
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
を
連
動
さ
せ
た
催
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
お
も
い
や
り
と
ふ
れ
あ
い
が

　
　
　
あ
ふ
れ
る
活
気
の
あ
る
ま
ち

︵
地
域
交
流
館
︶

　

小
学
校
の
整
理
統
合
に
よ
り
使
用
し
な
く

な
っ
た
学
校
を
改
修
し
、
平
成
二
六
年
四
月
に

地
域
交
流
館
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

そ
の
小
学
校
は
明
治
六
年
に
開
校
し
た
歴

史
あ
る
学
校
で
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年

代
の
校
舎
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
学
校
区
は
昭
和
五
〇
年
代
前
半
に
開
発
な

ど
に
よ
る
人
口
急
増
の
際
、
分
離
校
が
建
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
地
域
も
少
子
化
の
影

響
を
受
け
、
小
学
校
の
整
理
統
合
が
決
定
し
、

平
成
二
五
年
に
分
離
し
た
学
校
に
整
理
統
合
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
利
用
す
る

こ
と
が
な
く
な
っ
た
学
校
は
、
市
民
に
よ
る
自

主
的
で
公
益
的
な
活
動
、
地
域
で
の
福
祉
活
動

及
び
生
涯
学
習
の
活
動
な
ど
、
幅
広
く
活
用
し

て
い
た
だ
く
会
議
室
・
体
育
施
設
を
備
え
た
地

域
交
流
館
と
公
民
館
、
市
役
所
分
館
と
の
複
合

施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

〇
健
や
か
に
、
い
き
い
き
と

　
　
　
自
立
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

︵
病
院
︶

　

阪
南
市
立
病
院
は
昭
和
二
七
年
に
開
設
後
、

大
阪
府
南
部
に
位
置
す
る
泉
州
医
療
圏
を
構
成

す
る
一
病
院
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
中
核
病

大
阪
府
内
の
ホ
ッ
ト
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

連
載 

第
二
十
三
回  

阪
南
市
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発
展
に
お
力
添
え
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ご
家
族
と
海

水
浴
や
レ
ジ
ャ
ー
に
、
阪
南
市
へ
是
非
と
も
足

を
運
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

○
お
わ
り
に

　

私
が
入
庁
し
、
営
繕
部
局
に
配
属
に
な
っ
た

の
は
平
成
六
年
で
し
た
。
そ
の
当
時
も
昭
和

四
〇
年
代
前
後
の
施
設
が
多
い
た
め
、
施
設
の

老
朽
化
は
当
時
か
ら
の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
。

施
設
管
理
者
の
方
に
も
大
規
模
改
修
と
い
う
認

識
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

民
間
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
れ
ば
積
立
金
で
定
期

的
に
修
理
し
、
資
産
価
値
を
下
げ
な
い
よ
う
に

行
う
わ
け
で
す
が
、
行
政
の
場
合
は
予
算
主
義

で
、
行
い
た
い
と
き
に
予
算
が
獲
得
で
き
な
け

れ
ば
先
送
り
に
な
っ
て
し
ま
い
、
老
朽
化
が
激

し
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

　

今
回
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
学
校
施
設
な

ど
は
、
最
近
五
、六
年
の
事
業
で
、
耐
震
化
と

同
時
で
は
あ
り
ま
す
が
、
老
朽
化
に
伴
う
大
規

模
改
修
が
よ
う
や
く
進
み
は
じ
め
ま
し
た
。

　

今
年
二
月
に
公
共
施
設
の
将
来
の
あ
り
方

を
含
め
、
公
共
施
設
な
ど
の
適
正
な
管
理
を
行

う
た
め
、﹁
阪
南
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
﹂
の
策
定
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
具
体

的
な
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

　

公
共
施
設
は
ど
こ
の
市
町
村
も
数
が
多
く
あ

り
、
老
朽
化
し
て
い
て
、
維
持
管
理
に
か
か
る

予
算
も
膨
大
で
、
そ
の
予
算
は
市
に
と
っ
て
も

目
立
っ
た
予
算
で
は
な
い
の
で
す
が
、
終
わ
る

こ
と
の
な
い
必
要
な
予
算
で
す
。
ま
た
、
人
口

減
少
の
中
、
施
設
を
適
正
な
規
模
に
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況

だ
か
ら
こ
そ
、
市
民
に
安
全
で
、
喜
ば
れ
、
価

値
あ
る
良
好
な
施
設
を
今
後
と
も
維
持
し
、
ま

た
は
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
に
事
業
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
は
建
築
士
の
方
々
や
建
設
関
係
者
の
協

力
な
し
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
か
阪
南
市
の

院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
運
営
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
十
六
年
か
ら
の
新
医

師
臨
床
研
修
制
度
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
全
国

的
に
医
師
不
足
が
顕
在
化
し
、
本
院
で
も
平
成

十
九
年
に
医
師
が
一
斉
退
職
し
、内
科
の
入
院
・

外
来
診
療
が
全
面
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
医
師
の
招
へ
い
活
動
、
経
営
の

改
革
な
ど
を
進
め
、
一
定
の
病
院
機
能
を
回
復

し
た
も
の
の
問
題
が
全
面
解
決
に
至
っ
た
も
の

で
は
な
く
、
市
の
財
政
に
も
多
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
に
な
り
、
病
院
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
平
成
二
二
年
に

医
療
及
び
経
営
面
で
の
専
門
家
に
よ
る
﹁
阪
南

市
改
革
プ
ラ
ン
評
価
委
員
会
﹂
を
開
催
し
、
今

後
の
本
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
諮
問
を
行
っ
た

結
果
、
公
設
公
営
で
は
限
界
で
あ
り
、
公
設
民

営
で
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
が
最
適
で
あ
る

と
の
答
申
を
い
た
だ
き
、
同
年
十
二
月
議
会
に

お
い
て
指
定
管
理
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

改
築
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理

者
が
一
定
の
負
担
を
し
、
可
能
な
限
り
早
期
の

建
て
替
え
、
初
期
投
資
の
建
設
費
の
縮
減
の
た

め
、
平
成
二
三
年
四
月
か
ら
建
物
改
築
へ
の
基

本
構
想
策
定
と
設
計
施
工
一
括
発
注
に
向
け
動

き
始
め
、
病
院
と
い
う
大
き
な
事
業
、
本
市
に

お
い
て
も
初
め
て
の
試
み
の
手
法
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

平
成
二
三
年
四
月
に
基
本
構
想
・
設
計
施
工

の
実
施
要
領
、
要
求
水
準
作
成
を
行
い
、
五
月

に
は
事
業
者
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

提
案
内
容
を
多
く
の
市
民
に
見
て
い
た
だ
く

た
め
、
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
公
開
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
で
行
い
ま
し
た
。
四
社
に
よ
る
提
案

は
迫
力
あ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
審
査
委

員
か
ら
も
細
か
な
指
摘
に
よ
る
質
疑
も
あ
り
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
後

と
あ
り
、
津
波
被
害
想
定
区
域
で
は
な
い
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
津
波
対
策
を
掲
げ
る
も

の
も
あ
れ
ば
、
電
気
室
に
つ
い
て
は
各
社
上
層

階
設
置
の
提
案
で
あ
り
ま
し
た
。
耐
震
構
造
に

つ
い
て
も
免
震
、
耐
震
、
制
震
に
提
案
内
容
は

分
か
れ
ま
し
た
。

　

事
業
者
募
集
の
公
告
か
ら
事
業
者
決
定
ま
で

二
か
月
半
に
満
た
な
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行

い
、
駐
車
場
や
外
構
を
除
く
設
計
か
ら
施
工
、

そ
し
て
開
院
ま
で
を
一
年
と
八
か
月
と
異
例
の

速
さ
で
完
成
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
入
院
も
一
八
五
床
受
け
入
れ
可
能
で

指
定
管
理
者
の
も
と
運
営
し
て
い
ま
す
。
市

民
の
方
々
の
健
康
と
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
す
る
た
め
の
大
き
な
意
義
の
あ
る
事
業
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

阪南市

福
永
　
利
尚

　
阪
南
市
事
業
部
公
共
施
設
活
用
課
課
長
代
理

一
九
六
八
年
　
大
阪
府
生
ま
れ

一
九
九
一
年
　
近
畿
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科
卒
業

一
九
九
二
年
　
阪
南
市
入
庁
　
事
業
部
や
教
育
委
員
会
、

	

市
民
病
院
な
ど
で
営
繕
業
務
に
携
わ
る

二
〇
一
六
年
　
現
職
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株 式 会 社 イ リ ア
大阪市中央区城見２－２－２２

濵 田 　 徹

（マルイトOBPビル9F） 藤井寺市小山９－１１－１７
尾 鍋 建 築 設 計 事 務 所

尾 鍋 裕 実

暑さに負けず、頑張りましょう。

サンヨーホームズ株式会社
大阪市西区西本町１－４－１

小 嶋 和 平

株 式 会 社 徳 岡 設 計

徳 岡 浩 二

TOKUOKA SEKKEI MYANMAR Co., LTD（YANGON）
国際分科会担当理事

森 田 茂 夫

株式会社　能勢建築構造研究所
大阪市中央区瓦町３－３－７

（瓦町ＫＴビル）

横 田 友 行

熊本県の早期復興をお祈り致します。

全日本コンサルタント株式会社
大阪市浪速区港町１－４－３８

岡 本 森 廣

見える社会貢献活動へ

株式会社　小河建築設計事務所
大阪市中央区博労町１－７－１６

（ＣＳＴビル）

柳 川 陽 文

大 阪 市 北 区中 津１－１２－３
株式会社　上田茂久・建築設計工房

暑中お見舞申し上げます

上 田 茂 久

大阪市北区大淀南１－９－１０
コ ー ナ ン 建 設 株 式 会 社

山 城 健 児

株式会社 田中都市建築事務所
（TANATOSHI DESIGN NET）

TANATOSHI Osaka 大阪市中央区本町橋５－１４
 （ＯＺビル本町橋９０２）
TANATOSHI Tokyo 東京都大田区上池台１－７－１６－２１８

田 中 義 久

株 式 会 社 　 K＆Ｓ総 合 企 画
大阪市西区京町堀２－２－１

（スミタビル10Ｆ）

澤 本 侃一郎

宮 崎 八 郎

大阪府建築士会役員

暑中見舞 2016
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株式会社 浦 辺 設 計
大阪市中央区北浜２－１－２６

（北浜松岡ビル４Ｆ）

西 村 清 是

佐 野 吉 彦亀 井　忠 夫
 

奥 村 雅 一
株式会社　アール・アイ・エー
大 阪 市 北 区 堂 山 町３－３

（日本生命梅田ビル）
ア ト リ エ ・ U
和泉市池田下町１６９９

宇 澤 善一郎

暑 中 お 見 舞 申 し 上 げ ま す

株式会社　阿波設計事務所
大阪市浪速区元町2－2－12

夢 あ る 未 来 の 創 造

湯 浅 武 夫
株式会社 綜 合 積 算
大阪市北区東天満１－１１－１９

宮 川　明 夫

株式会社　ＩＡＯ竹 田 設 計
大阪市西区西本町１－４－１

人、社会、地球環境との共生

金 峰 鐘 大

建築設計事務所

建 設 会 社

暑中見舞 2016

大阪本店 
 
東京本店 

大 阪 市 中 央 区 本 町 ４－１－１３ 
ＴＥＬ０６（６２５２）１２０１ 

東 京 都 江 東 区 新 砂 １－１－１ 
ＴＥＬ０３（６８１０）５０００ 

取締役社長 宮　下　正　裕

ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｔａｉｓｅｉ．ｃｏ．ｊｐ/
常務執行役員関西支店長 金 井 隆 夫
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ISO9001 
ISO14001 
認証取得 

本社・工場 京都府京田辺市大住池嶋25
〒610-0343 TEL 0774-63-7247㈹

FAX 0774-63-7248

東日本営業所 神奈川県川崎市中原区中丸子431
〒211-0012 TEL 044-431-0408㈹

FAX 04 4-43 4-2621
http://www.purepai.co.jp

水の未来・地球の未来
　　グリース阻集器の・・・

お客様の満足と価値創造の深化を目指して

会　長 前　田　幸　一

一般社団法人

TEL（0 6）6 3 6 3 - 4 0 7 7　FAX（0 6）6 3 6 3 - 4 0 7 9

〒530-0047
〒550-0001  大阪市西区土佐堀２－２－４
　　　　　　　　  土佐堀ダイビル３F

ＴＥＬ.０６－６４４７－０４４１

代表取締役社長　加　納　　裕

大阪市場開発部

間仕切の総合メーカー

石川工場

Hyper-MEGA, Hyper-ストレート, HBM工法
NAKS, RODEX工法

本 社 
基 礎 事 業 部 
大 阪 支 店 
 
名 古 屋 支 店 
 
四 国 支 店 

〒１０８-００２３

〒５４２-００８１

〒４５０-０００３

〒７６０-００２２

東京都港区芝浦４丁目６番１４号（NC芝浦ビル）
　（０３）３４５２-１０８１　ＦＡＸ（０３）３４５２-１１２５
大阪市中央区南船場４-１１-２８（Daiwa南船場ビル）
　（０６）４９６３-６９１１　ＦＡＸ（０６）４９６３-６９１６
名古屋市中村区名駅南１-１１-５（エステート名古屋ビル）
　（０５２）５８１-０６６６　ＦＡＸ（０５２）５４１-２５３０
香 川 県 高 松 市 西 内 町４ -６（神原ビル）
　（０８７）８９７-２９８４　ＦＡＸ（０８７）８９７-２９８６

一般

住まいに、人に、安心を。

大阪市中央区南船場四丁目４番３号 心斎橋東急ビル4階
電話番号  06-6253-0071

住宅相談・住宅情報提供・各種研修事業
住宅展示場の企画、運営
住宅性能評価機関・住宅保険取扱機関

建材・設備会社 他

暑中見舞 2016
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学校法人　福田学園

FUKUDA GAKUEN 

理事長
〒 ５３０－００４３　大阪市北区天満１－９－２７
ＴＥＬ ０６－６３５２－００９３　ＦＡＸ ０６－６３５２－５９９５
ＵＲＬ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｆｕｋｕｄａ．ａｃ．ｊｐ

福　田　益　和

本部 〒550-0002 大阪市西区江戸堀1-4-23 撞木橋ビル4F
　　 TEL 06-6443-0345　FAX 06-6443-0348
支部 関東・中部・中国・四国・九州
http://www.kenzai.or.jp

会 長　立 野 純 三

一般社団法人

〒640-8225 和歌山市久保丁4丁目53　TEL.（073）431-4411  FAX.（073）431-8188
中和印刷紙器株式会社 

ネットショップ営業中！
http://chuwa.shop-pro.jp/ 検索中 和 印 刷

クリアファイル
新機種のオンデマンド印刷により
少量印刷も可能に！ 少量から

注文承ります

会　長 古　新　亮　英

〒541-0052  大阪市中央区安土町1-7-20 新トヤマビル3階
ＴＥＬ0 6（6271）0175  ＦＡＸ0 6（6271）0177

一般社団法人

大阪空気調和衛生工業協会

建材・設備会社 他

暑中見舞 2016
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建
築
相
談
室
か
ら 

四

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て

文　

橋
本
頼
幸

　

本
会
の
委
員
会
に﹁
社
会
貢
献
委
員
会
﹂が
あ

り
、そ
の
中
に
建
築
相
談
に
関
係
し
た
六
部
会・分
科

会
が
あ
り
ま
す
。

耐
震
部
会
：
木
造
住
宅
の
耐
震
事
業
を
主
に

行
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
部
会
：
中
古
住
宅
の
売
買
時
な

ど
で
の
建
物
調
査
を
し
ま
す
。空
き
家
の
相
談
も

行
い
ま
す
。

住
宅
仲
間
分
科
会
：
新
築
住
宅
や
リ
フ
ォ
ー
ム
の

設
計
監
理
を
す
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
維
持
管
理
支
援
分
科
会
：
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
の
維
持
管
理
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

鑑
定
業
務
支
援
分
科
会
：
建
築
紛
争
解
決
や
鑑

定・調
査
を
行
う
グ
ル
ー
プ
で
す
。

ヘ
リ
テ
ー
ジ
部
会
：
文
化
財
や
歴
史
的
建
造
物
な

ど
の
保
存・活
用
を
目
指
す
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
専
門
性
又
は
特
殊
性
の
高
い
相
談
に
つ

い
て
は
、適
宜
各
々
の
グ
ル
ー
プ
に
電
話
担
当
者
が
案

件
の
紹
介
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。と
は
い
え
、

振
り
分
け
る
の
が
難
し
い
案
件
が
少
な
く
な
い
の
も

ま
た
事
実
で
す
。

地
盤
沈
下
の
調
査
を
お
願
い
し
た
い

　

電
話
で
開
口
一
番
こ
う
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。こ
の
場
合
依
頼
者
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。耐
震
診
断
を
希
望
な
の
か
、イ
ン
ス
ペ
ク

シ
ョ
ン
を
希
望
な
の
か
、あ
る
い
は
建
物
の
調
査
鑑
定

を
希
望
す
る
の
か
。こ
う
い
っ
た
依
頼
者
の
場
合
は
少

し
突
っ
込
ん
だ
話
を
聞
き
な
が
ら
、相
応
な
分
科
会

に
話
を
振
る
事
を
考
え
ま
す
。

弁
護
士
に
相
談
し
て
い
る

　

電
話
相
談
に
て﹁
数
年
前
に
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
が
排
水

が
流
れ
に
く
い
、樋
に
不
陸
が
あ
る
な
ど
不
備
が
あ
り
、

工
務
店
に
伝
え
て
い
る
が
、な
お
し
て
も
ら
え
な
い
。弁

護
士
に
相
談
中
で
あ
る
。﹂と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
は
、係
争
中
の
相
談
に
つ
い
て
は
積
極
的

に
関
与
し
な
い
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
た
の
で﹁
弁
護

士
に
相
談
中
で
あ
る
﹂と
い
う
段
階
で
そ
の
旨
を
お
伝

え
し
て
お
断
り
し
て
い
ま
し
た
。当
会
に
は
鑑
定
業
務

支
援
分
科
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、対
応
が
可
能
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。弁
護
士
か
ら
の
相
談・依
頼
も
可
能
で
す
。

建
築
士
に
対
す
る
相
談

　

工
務
店
か
ら
の
電
話
相
談
で﹁
施
主
が
依
頼
し
た

建
築
士
が
設
計
図
を
作
成
し
て
お
り
、工
務
店
は
施

主
と
請
負
契
約
を
結
ん
で
い
る
。設
計
図
面
に
不
備
が

あ
り
納
ま
り
が
不
明
で
工
事
が
進
め
ら
れ
な
い
。施
主

か
ら
せ
か
さ
れ
て
い
る
た
め
、建
築
士
に
指
示
を
仰
ぐ

も
連
絡
が
な
く
、数
日
前
に
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
。

施
主
に﹁
図
面
が
な
い
﹂と
い
う
理
由
で
工
期
内
に
完

成
で
き
な
い
旨
を
伝
え
て
も
よ
い
か
？
﹂と
い
う
も
の
。

　

二
つ
目
は
、﹁
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
を
工
務
店
紹
介
の
建

築
士
に
見
て
も
ら
い
、補
助
金
申
請
を
し
て
も
ら
う
依

頼
を
し
た
。三
ヶ
月
経
過
し
て
何
も
連
絡
が
な
い
の
で
、

電
話
で
問
い
合
わ
せ
た
ら﹁
検
討
中
﹂と
の
返
事
で
、書

類
を一切
見
せ
て
く
れ
な
い
。見
積
書
や
契
約
書
す
ら
見

せ
て
く
れ
な
か
っ
た
。不
審
に
思
っ
て
い
る
。﹂と
い
う
も
の
。

　

三
つ
目
は
、﹁
設
計
事
務
所
に
設
計
を
依
頼
し
て

三
階
建
て
Ｒ
Ｃ
住
宅
を
計
画
し
た
。施
工
は
設
計
事

務
所
の
紹
介
で
決
め
た
。外
壁
に
不
備
が
あ
り
設
計

事
務
所
に
改
善
を
求
め
た
が
、先
月
か
ら
設
計
事
務

所
の
担
当
者
に
連
絡
が
取
れ
な
い
。施
工
業
者
か
ら

工
事
を
進
め
た
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、進
め
ら
れ
な

い
。﹂と
い
う
も
の
。

　

三
件
と
も
建
築
士
の
対
応
が
不
誠
実
で
、不
信
を

抱
か
れ
た
よ
う
で
す
。連
絡
が
取
れ
な
い
は
さ
す
が
に

建
築
士
会
の
電
話
相
談
で
ど
う
し
よ
う
も
な
い
で
す

が
、そ
う
思
い
な
が
ら
も
電
話
相
談
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
く
な
っ
た
依
頼
者
に
同
情
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　
編
集
後
記

荒
木
公
樹

　
﹃
建
築
人
﹄編
集
部
は
、先
の
定
時
総
会
を
経
て
、

こ
の
六
月
か
ら
新
た
な
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
編

集
人
代
表
を
四
年
間
に
わ
た
り
務
め
ら
れ
た
米
井

寛
さ
ん
が
代
表
を
退
任
さ
れ
、
私
、
荒
木
が
代
表

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

中
嶋
節
子
担
当
副
会
長
、
建
築
情
報
委
員
会
の
飯

田
英
二
委
員
長
、
牧
野
隆
義
理
事
を
は
じ
め
、
編

集
人
・
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
一
層
の
誌
面

の
充
実
を
目
指
し
て
編
集
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
﹃
建
築
人
﹄
は
、
ご
存
知
の
通
り
大
阪
府
建
築

士
会
の
会
報
誌
で
す
。わ
れ
わ
れ
編
集
人
一
同
は
、

建
築
士
会
の
取
組
み
や
実
務
に
役
立
つ
情
報
を
読

者
の
皆
様
に
お
届
け
す
る
だ
け
で
な
く
、
紙
媒
体

だ
か
ら
こ
そ
果
た
す
べ
き
役
割
を
考
え
な
が
ら
編

集
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
す
ぐ
に
役
立
つ
情
報

は
、
入
手
が
容
易
で
あ
る
一
方
、
淘
汰
さ
れ
る
ス

ピ
ー
ド
も
速
い
傾
向
が
ご
ざ
い
ま
す
。
建
築
家
・

槇
文
彦
先
生
の
﹁
時
が
建
築
の
最
終
審
判
者
で
あ

る
﹂
と
い
う
言
葉
を
思
い
起
こ
し
、
わ
れ
わ
れ
は

今
後
も
長
い
時
間
の
評
価
に
耐
え
る
誌
面
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
﹃
建
築
人
﹄
が
建
築
士
会
か
ら
会
員
・
社
会
へ

の
一
方
向
だ
け
の
情
報
伝
達
に
留
ま
ら
ず
、
読
者

の
皆
様
が
参
加
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な

る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
目
指
し
ま
す
。
今
号
で
審

査
結
果
を
掲
載
し
ま
し
た
建
築
人
賞
で
は
、
前
回

か
ら
応
募
者
の
全
員
参
加
で
審
査
会
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、﹃
建
築
人
﹄
を
研
鑽
・
交

流
の
場
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し

た
取
組
み
の
一
環
で
す
。
読
者
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ど
う
ぞ
ご
支
援
・
ご
参
加
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時　

六
月
十
五
日︵
水
︶十
六
時
～
十
七
時
三
十
分

場
所　

本
会
会
議
室

出
席　

理
事
三
九
名　

監
事
二
名

︵
１
︶
五
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、
収
入
一
二
、

二
六
〇
、七
三
五
円
、
支
出
一
二
、一
五
五
、二
〇

六
円
、
差
引
一
〇
五
、五
二
九
円
で
あ
り
、
本
年

度
累
計
の
収
支
差
引
は
四
〇
、五
二
五
、七
七
七
円

を
報
告
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

年
度
当
初
に
お
い
て
大
き
な
変
動
は
な
い
で
す
が
、

会
費
収
入
が
昨
年
同
時
期
に
比
べ
て
約
四
〇
〇
万

円
の
増
収
で
、
対
予
算
で
八
五
％
を
充
足
し
て
お

り
、
入
金
時
期
が
早
ま
っ
て
い
ま
す
。
事
業
で
は

耐
震
評
価
業
務
、
Ｃ
Ｐ
Ｄ
登
録
が
好
調
で
す
。

︵
２
︶
大
阪
建
築
コ
ン
ク
ー
ル
運
営
規
定
︵
案
︶
の

﹁
審
査
員
の
所
属
す
る
組
織
か
ら
応
募
が
あ
る
場

合
、
同
作
品
の
審
査
や
選
考
等
に
加
わ
ら
な
い
﹂

と
し
た
条
項
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

意
見
：
応
募
者
は
審
査
員
の
所
属
企
業
か
ら
は
応

募
し
な
い
の
が
通
常
の
判
断
で
あ
り
、
国
際
的
に

も
常
識
と
さ
れ
て
い
る
。
本
会
の
伝
統
あ
る
賞
に

不
信
感
が
生
じ
る
こ
と
は
、
応
募
数
の
減
少
だ
け

で
な
く
本
会
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
繋
が
る
。

意
見
：
大
阪
府
主
催
の
建
築
賞
で
は
、
応
募
設
計

者
と
同
じ
所
属
企
業
の
審
査
員
の
場
合
に
は
、
当

該
審
査
員
は
当
該
作
品
の
決
議
か
ら
外
れ
る
マ

ナ
ー
で
運
営
し
て
い
る
。

次
回
も
継
続
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

︵
３
︶
役
員
は
居
住
又
は
勤
務
地
の
地
域
に
所
属

し
て
担
当
地
域
の
活
動
を
主
導
し
、
特
に
地
元
市

町
村
と
連
携
し
た
地
域
活
動
の
企
画
を
推
進
す
る
。

︵
４
︶
連
合
会
会
長
表
彰
の
候
補
者
と
し
て
、長
年
の

会
員
歴・役
員
委
員
歴
を
踏
ま
え
、こ
れ
ま
で
の
ご
指
導

ご
尽
力
を
賜
っ
た
功
績
に
対
し
て
藤
田
忍
氏
、昇
勇
氏
、

七
堂
元
敏
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。
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NU茶屋町プラス　株式会社日本設計

　NU茶屋町プラスは、大阪梅田地区の一角にある茶屋町に、「茶屋町
東地区第一種市街地再開発事業」として平成23年に完成した再開発
プロジェクトの中にあり、合計7棟の棟から構成される再開発地区の中心
となる施設である。NU茶屋町プラスは3階の商業施設と、その上階に中
間免震層を介して31階建ての超高層マンションを配置した複合用途の
施設である。
　再開発街区の外周部に設定した壁面後退による空地を、ケヤキやエ
ゴノキ等で緑化した気持ちの良い歩行者空間として整備するとともに、各
建物の低層部に路面型店舗を配置することで、茶屋町地区の街の賑わ
いと一体となった活気のある歩行者空間をつくりだすことを目指した。
　NU茶屋町プラスは、隣接敷地にあり先行して完成している茶屋町西
地区再開発（NU茶屋町）の施設と共通の外壁素材を用いるとともに、ケ
ヤキによる並木を対面させ、街路照明やストリートファニチャをそろえること
で、通りを挟んだ一体的な景観をつくりながら、洗練された商業都市空間
となっている。
　NU茶屋町のコリドーを抜けた正面に設けたプラスのエントランスには壁
面緑化による館名サインを設置し、NU側のテラスと対面させることで立体
的な賑わいを演出する3階のテラスには緑化ウォールや屋上緑化スペー
スを設けることにより、建物内外の景観に潤いと華やかさを添えている。

撮影：株式会社 伸和　第35回大阪都市景観建築賞緑化賞受賞作品

■プロフィール
山口泰弘（やまぐちやすひろ）
1961年 大阪府生まれ
1984年 京都工芸繊維大学卒業
1986年 京都工芸繊維大学大学院修了
1986年～日本設計
　　　　 関西支社建築設計部チーフ・
　　　　 アーキテクト

■建物データ
設　　計：株式会社日本設計
施　　工：株式会社奥村組
所 在 地：大阪市北区茶屋町8番23号
用　　途：共同住宅・商業
竣　　工：2011年6月
構　　造：鉄筋コンクリート造・鉄骨造
規　　模：地下1階、地上31階、塔屋2階
敷地面積：5,131.22㎡
建築面積：2,968.34㎡
延床面積：33,828.61㎡




